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阿
久
根
市
消
防
団

　
　

    
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守
る

地
域
を
守
る
「
も
う
一
つ
の
力
」

　

火
災
や
地
震
、
大
雨
な
ど
、
い
つ
起
き
る
か
分
か

ら
な
い
災
害
。

　

そ
の
と
き
、
地
域
の
た
め
に
立
ち
上
が
る
消
防
団

が
い
ま
す
。
普
段
は
仕
事
な
ど
に
励
む
、
私
た
ち
と

同
じ
「
地
域
で
暮
ら
す
人
」。
い
ざ
、
火
災
や
災
害
が

発
生
す
る
と
迅
速
に
現
場
へ
駆
け
つ
け
、
私
た
ち
の

生
命
や
財
産
を
守
る
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

常
備
消
防
と
呼
ば
れ
る
消
防
職
員
が
24
時
間
体
制

で
備
え
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
数
は
令
和
７
年
12
月

現
在
45
人
。
市
民
約
１
万
８
千
人
全
員
の
命
を
守
る

た
め
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
補
い
、
地
域

の
力
と
な
る
の
が
消
防
団
で
す
。
火
災
時
の
消
火
を

は
じ
め
、
地
震
や
風
水
害
と
い
っ
た
大
規
模
災
害
に

お
い
て
、
救
助
や
避
難
誘
導
な
ど
に
力
を
尽
く
し
ま

す
。

　

ま
た
、
災
害
の
な
い
と
き
で
も
、
火
災
予
防
の
啓

発
や
実
態
訓
練
、
火
災
予
防
週
間
・
年
末
の
特
別
警
戒
、

行
方
不
明
者
の
捜
索
な
ど
、
住
民
の
安
心
を
支
え
る

取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
異
常
気
象
に
伴
う
災
害
の
激げ

き
じ
ん甚

化
・
頻
発

化
に
よ
り
、
消
防
活
動
に
寄
せ
ら
れ
る
期
待
は
大
き

く
な
っ
て
お
り
、
消
防
団
が
果
た
す
役
割
は
、
ま
す

ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
少
子
高
齢

化
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
の
影
響
か
ら
、

団
員
数
は
年
々
減
少
し
て
お
り
、
確
保
が
難
し
い
状

況
が
続
い
て
い
ま
す
。

阿
久
根
市
消
防
団
の
構
成

　

阿
久
根
市
消
防
団
は
、
団
本
部
と
地
域
ご
と
に
分

け
ら
れ
た
８
つ
の
分
団
、
女
性
消
防
隊
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
12
月
現
在
、
全
分
団
合
わ
せ
て
２
０
５

人
の
団
員
が
所
属
。
各
分
団
は
、
分
団
長
・
副
分
団
長
・

部
長
・
班
長
・
団
員
な
ど
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

団
本
部

中央分団（車両第１班、車両第２班、積載班）

大川分団（大川第１班、大川第２班、牛之浜班、尻無班）

鶴川内分団（鶴川内班、田代班、桑原城班）

赤瀬川分団

折多分団（折口班、多田班）

山下分団（山下班、弓木野班、尾崎班）

西目分団（西目班、佐潟班）

女性消防隊

　三笠分団 三笠第１班、三笠第２班、古里班、
瀬之浦班、桐野班、黒之浜班、黒之瀬戸班　　　　  （                                             　　　　　　　　　　）

特集
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　自分たちのまちは自分たちで守る

　消防団は火災や自然災害への対応だけでなく、予防啓発や行方
不明者の捜索など幅広い活動を行っています。「自分たちのまち
は自分たちで守る」という郷土愛の精神のもと、いつ起きるか
分からない災害に備えて日々の訓練に取り組んでいます。

　団員は家庭や仕事と両立しながら活動しており、
家庭があってこそ続けられる消防団活動でもあります。
まずは家庭を大切にして、そのうえで安全に、怪我
なく活動ができることを何より大事にしています。
　これからも団員一人一人が充実した楽しい活動を
続けられるよう努めてまいります。

消防団の年間活動

４月 辞令交付式
新任分団長と新入団員に対して
辞令を交付

８月 消防操法大会
または 火災想定訓練
消火や放水などの基本動作を正確
かつ、迅速に行う技術を競う大会
令和７年度は操法大会の代替として
火災想定訓練を実施

10 月 水利施設調査
防火水槽や消火栓が正常に使用
できる状態か点検

11 月 秋季全国火災予防運動
夜間の巡回によって火災予防を
啓発する活動

11 月 合同訓練
（消防団・消防署・警察署）

火災や災害時に円滑に連携できる
よう関係機関が協力して行う訓練

12 月 年末特別警戒・
夜警巡視
年末の火災発生を防ぐため、夜間に
巡回して地域へ火災予防を啓発

１月 消防出初式
消防団活動に貢献した団員の表彰や
市中行進、放水演習を実施

３月 春季全国火災予防運動

合同訓練
（消防団・消防署・警察署）

これまでの消防団活動イメージ

●　厳しい訓練
●　長期間・長時間の訓練
●　行事には全員参加

現在の活動の意識や内容

●　訓練体系の見直し
●　災害に備えた、
　より実践的な訓練
●　団員の待遇改善

社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
変
わ
る
消
防
団

　

以
前
の
消
防
団
活
動
は
、
火
災
時
の
出
動
負
担
や

厳
し
い
作
業
・
訓
練
を
行
う
〝
き
つ
い
〟
と
い
う
印

象
を
持
た
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
訓
練
や
行
事

が
長
期
間
・
長
時
間
に
わ
た
る
こ
と
も
多
く
、
仕
事

や
家
庭
と
の
両
立
が
難
し
い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
て

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
近
年
は
、
訓
練
体
系
の
見
直
し
や
装
備
の

改
良
・
充
実
が
進
み
、
よ
り
安
全
で
無
理
の
な
い
形

で
参
加
で
き
る
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
報

酬
や
出
動
手
当
、
災
害
補
償
制
度
な
ど
も
見
直
さ
れ
、

団
員
が
安
心
し
て
活
動
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
進
ん

で
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
消
防
団
員
を
雇
用
す
る
事
業
所
の
消
防

団
活
動
へ
の
理
解
と
協
力
を
得
る
取
り
組
み
も
進
め

ら
れ
て
お
り
、
各
団
員
は
地
域
を
守
る
意
識
と
や
り

が
い
を
持
ち
、
活
動
し
て
い
ま
す
。

▼
▼
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きっかけは先輩団員からの誘いでした。
最初は仕事や家庭と両立できるか不安がありましたが、妻
が「やってみたら？」と背中を押してくれました。妻のお
父さんも昔、消防団に入っていてその姿を見ていたからこ
そ身近な存在だったのだろうと思います。

入る前は “大変そう” という印象がありましたが、実際は
無理なく活動できており、仕事・家庭との両立もできてい
ます。地域のためにこんなにも多くの人が動いていること
を知り、改めて消防団の存在の大きさを実感しました。

阿久根に帰ってきたとき、私が住む大川地域は若手が少な
いため、「地域を守るのは若手が率先して取り組むべきだ」
と感じて入団を決めました。

防災の意識が高まりました。
操法大会の練習では、火災対応の基本的な動きを学ぶこと
ができ、実際に火災が発生したときにどう動くべきかの理解
が深まります。地域で火事があったとき、「自分たちが動かな
ければ」という気持ちがより強くなり、いざという時に率先
して動けるよう訓練を続けています。

もともと父が消防団員で、子どもの頃から
活動を見ていたので、違和感なく受け入れ
られました。「いずれ自分も入るだろうな」
と思っていました。

消防団に入って、先輩や地域の方と顔を合わせ
る機会が増えました。さまざまな職種の方が集
まり年齢層も幅広いため、人脈も広がりコミュ
ニティが増えたことは特に役立っています。
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自分たちの地域を、
一緒に守りませんか

対象

報酬

手当

補償

退 職 後 ・ 退 団 後
も 地 域 を 支 え る

機能別団員

市内に居住（または勤務）している 18 歳以上の方

年額 46,800 円（階級により異なります）

災害対応力が手薄な昼間の消防力を補うため、令和４年度から機能別団員制度を導入
しています。消防職員または消防団員として５年以上の経験がある OB の方が対象で、
所属分団内の初期消火や後方支援などにご協力いただいています。現在は 14 人の方
に参加いただいており、出動に応じて報酬が支給されます。
ご協力いただける方は、総務課消防係（☎ 72-0134）までお問い合わせください。

公務災害時…療養・休業・障害・介護・遺族・
　　　　　　葬祭補償、傷病補償年金
退職時…退職報償金（５年以上勤務した場合、
　　　　   勤務年数・階級に応じて支給）

その他…火災共済（団員の自宅が火災・落雷などにより罹災した場合も補償）
　　　　福祉共済（公務・公務外を問わず死亡、重度障害、障害、入院も補償）

訓練 4,700 円 / 日
警戒 4,700 円 / 日
災害 8,000 円 / 日

身分 非常勤特別職の地方公務員

阿久根市消防団では、随時消防団員を募集しています。
さまざまな職種の方が性別を問わず消防団員として活動しており、
団での活動は地域のため、そして自分自身の成長にもつながります。

　女性消防隊は、各分団と異なり、火災発生時の消火活動を行いません。
　火災予防の広報や応急手当の普及、地域の防火・防災指導などが主な活動となります。
　市内に居住（または通勤）している 18 歳以上の女性であれば誰でも入隊できます。
　お申し込みは、総務課 消防係（☎ 72-0134）までお問い合わせください。

手厚い福利厚生で

あなたやその家族まで

サポートします

消防団に興味を持った方は、
総務課 消防係 ( ☎ 72-0134)
までお問い合わせください

sample text

sample text

sample text

sample text

sample text

sample text

sample text

sample text
sample text

sample text

sample text

sample
text

sample
text

sample text

sample text
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住宅防火 いのちを守る　　　　　 のポイント

年末年始は、

火の用心
 を！

空気が乾燥し、暖房器具や火気を使用する機会が増えるこの時季は、火災が発生しやすい時期です。
火気を使用する際は、取り扱いに十分注意し、ご家庭から火災を出さないよう、皆さま一人一人が
火災予防に努めましょう。

住宅火災から大切な命と財産を守りましょう！

１　寝たばこは絶対にしない、させない。
２　ストーブの周りに燃えやすい物を置かない。
３　コンロを使うときは、その場を離れない。
４　コンセントは、ほこりを掃除し、使わない
　　プラグは抜く。

　  火事を起こさないために　　　つの習慣

１　火災の発生を防ぐため、安全装置の付いた
　　ストーブやコンロを使用する。
２　火災の早期発見のため、住宅用火災警報器を
　　定期的に点検し、10 年を目安に交換する。
３　火災の拡大を防ぐため、部屋を整理整頓し、
　　防炎品の寝具・衣類・カーテンを使用する。
４　火災を小さいうちに消すため、消火器などを
　　設置し、使い方を確認しておく。
５　いざという時のため、避難経路と避難方法を
　　常に確認し備えておく。
６　地域ぐるみで防火対策を行うため、防火・避難
　　訓練などに積極的に参加する。

　もしもの時に備えるために　　　つの対策

年末年始を安心して過ごすために、
ご家族で話し合い、火災予防の意識
を高めましょう。

[ YouTube ]　消防庁動画チャンネル

「住宅防火  いのちを守る  10 のポイント」本編

[ 総務省消防庁 HP ]

「住宅防火いのちを守る 10 のポイント」リーフレット

1010

阿久根地区消防組合からのお知らせ

４４ ６６
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災
害
発
生
状
況

　

   
の
問
い
合
わ
せ
先
に
つ
い
て

阿久根市、長島町内で「火災」「救助」「その他」の災害などが発生した際、発生場所 や 災害種類
について、災害自動案内 による 24 時間対応を行っています。
※災害時は回線が込み合っており電話がつながりにくい場合があります。通話中は料金が発生します。

災害発生状況のお問い合わせ先　　　0996-24-0123

　災害発生状況に関して、緊急回線「119」や阿久根消防署代表電話「0996-72-0119」へお問い合
わせされる事例があります。「119」は、災害時に緊急車両を出場させるための緊

● ● ● ●

急回線です。
　また、災害時における阿久根消防署の代表電話「0996-72-0119」は、各関係機関との連絡用回線
となりますので、災害発生状況に関するお問い合わせに使用されないようお願いします。

119 は緊急通報用電話番号です

出 初 式 　　　　
　式　　典　　　　　 風テラスあくね　ホール
　訓練披露　　　　　 風テラスあくね　駐車場　　　

阿久根市消防出初式

市中行進　　　　  風テラスあくね ～ 晴海公園前

放水演習　　　　 阿久根新港 ※時間は目安

8:30

11:30

12:00

阿久根地区消防組合からのお知らせ

新春
恒例

2026.

１.11
日
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東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
２
０
２
５
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

尾
塚
尾
塚
愛愛あ

い

み

あ

い

み実実  

さ
ん
さ
ん
（
バ
レ
ー
女
子
）

（
バ
レ
ー
女
子
）

本市出身本市出身

代表最後の大会で有終の美を飾る

　デフ（聞こえない・聞こえにくい）アスリートの
ための国際的な総合スポーツ大会「東京 2025 デフリ
ンピック」。
　東京・駒沢オリンピック公園総合運動場体育館で
行われたバレーボール女子では、尾塚選手が所属す
る日本代表が快進撃を見せました。予選リーグでは
イタリア、アメリカを下し（ケニアは参加辞退のた
め不戦勝）、決勝トーナメントでもカナダ、ウクライ
ナに勝利。
　そして迎えた決勝戦では、日本がトルコを３－０
で下し、２大会ぶりとなる金メダルを獲得しました。。

尾塚さんからのメッセージ

　地元からの温かいご声援、本当にありがとう
ございました。皆さんの声が私の背中を力強く
押してくれました。最後の世界への挑戦と決め
て臨んだ今大会で、金メダルを獲得し、最高の
恩返しができたことは、一生の宝です。これか
らも感謝の気持ちを胸に、この感動と経験を活
かして地域活動やスポーツ活動に関わりなが
ら、「頑張れば、必ず夢は叶う」ことを、未来を
担う子供たちに伝えていけたら嬉しいなと思っ
ています。本当にありがとうございました。

集
大
成
、

集
大
成
、　　
　
　

   
   

にに  

輝
く
輝
く

金金
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「
あ
い
み
！ 

あ
い
み
！
」

　

金
メ
ダ
ル
を
決
め
た
25
日
の
夜
、
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
で

行
わ
れ
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
に
は
約
１
５
０
人

の
市
民
が
集
ま
り
、
尾
塚
選
手
へ
の
大
き
な
声
援
が
送
ら

れ
ま
し
た
。
勝
利
の
瞬
間
に
は
会
場
中
が
歓
声
と
拍
手
に

包
ま
れ
、
喜
び
を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

試
合
は
日
本
が
第
１
セ
ッ
ト
を
25
―
８
で
先
取
し
、
幸

先
の
よ
い
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
し
か
し
第
２
セ
ッ
ト

は
一
転
、
日
本
が
追
い
か
け
る
展
開
に
。
こ
こ
で
リ
リ
ー

フ
サ
ー
バ
ー
と
し
て
尾
塚
選
手
が
登
場
し
、
尾
塚
選
手
の

サ
ー
ブ
か
ら
４
連
続
ポ
イ
ン
ト
で
逆
転
に
成
功
し
、
流
れ

を
大
き
く
引
き
寄
せ
、
日
本
は
第
２
セ
ッ
ト
も
25
―
21
で
奪

い
ま
す
。
続
く
第
３
セ
ッ
ト
も
全
員
バ
レ
ー
で
挑
み
、
25

―
20
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
。
２
大
会
ぶ
り
の
金
メ
ダ
ル
に

輝
き
ま
し
た
。

　

尾
塚
選
手
は
第
２
・
第
３
セ
ッ
ト
に
出
場
し
、
チ
ー
ム

の
流
れ
を
変
え
る
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
の

活
躍
は
金
メ
ダ
ル
獲
得
に
大
き
く
貢
献
し
、
代
表
引
退
と

な
る
今
大
会
を
有
終
の
美
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

①

⑥

⑦

⑧

① 11 月 12 日、西平市長に出場を報告。「金メダル
　の獲得と、自身の集大成としてこれまでの努力・
　現在持っている力をコートで出し切る」と力強い
　決意を話す。
②試合の流れを引き寄せたサーブ
③スライディングしながらレシーブ
④得点を決めガッツポーズ
⑤家族が応援する２階席に向け笑顔を送る
⑥パブリックビューイングの金メダル獲得の瞬間。
　歓声と拍手に包まれる。
⑦⑧ 11 月 28 日、市役所を訪れ金メダル獲得を報告。
　職員から多くの拍手が送られた。

尾塚愛実（京セラ鹿児島川内）／ 1997 年生まれ。
阿久根市出身。生後まもなく感音性難聴と診断さ
れる。小学３年生からバレーボールを始め、阿久
根小・阿久根中・鶴翔高校を経て、2016 年からデ
フバレー日本代表に選出。2017 年デフリンピック
トルコ大会で金メダル、東京 2020 パラリンピッ
クでは集火式・聖火ランナーの鹿児島県代表者を
務める。2022 年デフリンピックブラジル大会では
キャプテンとしてチームを率いるも日本選手団が
新型コロナウイルスの影響を受けてベスト４後に
途中棄権。2024 年デフバレーボール世界選手権
沖縄大会で金メダル、３回目のデフリンピックと
なった今大会でデフ代表引退を表明。

②

③⑤ ④
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？で 学 
びませんか特 校認 ？ 小学校 小学校 ５校５校

中学校 中学校 ２校２校
「阿久根市小規模校入学特別許可制度（特認校制度）」は、小規模校

ならではの特色ある教育を行うことを目的に、通学区域外の児童生徒
の入学・転入学を特別に認める制度です。

　１　市内に保護者・児童生徒が在住し、令和８年
　　　４月１日現在で児童生徒が小学１年生から中学
　　　３年生までであること。
　２　１年以上を通して通学が可能であること。
　３　保護者の責任において通学が可能なこと。

入学条件

　令和８年１月 30 日までに学校教育課（☎ 73-1258）
　へ電話連絡後、申込書を提出（年度末の申し込みも可）
　※　本制度により、指定された学校の学級数が減少するなど
　　　の影響がある場合は、総合的に判断します。

申込方法

大川 小学校 

　本校は、少人数指導の良さを生かし、「わかった」「できた」「楽しい」
を実感する教育活動を実践しており、一人一人が主役になれる学校です。
　教育の場を地域にも広げ、もち米やサツマイモ作り、塩干・ボンタン
漬け作り体験、土曜授業日に行う読み聞かせ活動など、自然環境はもと
より、人的環境にも恵まれ、特色ある教育活動を味わうことができます。

大川 8061 番地
 ☎ 74-0007

西目 小学校 
西目 1245 番地
 ☎ 72-0448

　潮風香る本校では、子どもたち一人一人の力を最大限に伸ばすために、
「わかるようになりたい」「できるようになりたい」という思いに寄り添い、

どの子どもも生き生きと学習できるよう指導・支援に努めています。
　また、「地引き網体験」や「地域の方とのふれあい活動」など、地域の
自然や文化を生かした豊かな体験活動も大きな特色の一つです。本校は、
小規模であるからこそ、大きな喜びが得られる「子どもたちが通いたく
なる学校」を目指しています。

山下 小学校 

　「元気いっぱい ひとみかがやけ 山下っ子」を合言葉に、少人数学級
の良さを生かした指導と豊かな体験活動に取り組んでいます。
　三尺棒踊りや昔遊び、米作り体験など、地域と連携した活動が充実
しており、学校・家庭・地域が一体となって、思いやりと元気、自信
と誇りをもつ子どもを育てていきます。
　市街地から車で約５分。自然豊かな環境で、子どもクラブも隣接。
ぜひ一緒に学びませんか。

山下 834 番地
 ☎ 72-0062

学学

あかるく　かしこく　たくましく
お おきな夢と  お もいやりの心をもち  か しこくたくましい  わ らべ（児童）を育てる

校訓

教育
目標

なかよく　かしこく　たくましく
夢に向かって、たくましく生き抜く、西目っ子の育成

校訓

教育
目標

かしこく　やさしく　たくましく
生きる力を身につけ、次代をたくましく生き抜く、山下の子供を育てる

校訓

教育
目標

教育目標…学校教育目標のこと
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鶴川内 小学校 

　鷹首山や高松川などの恵まれた自然環境の中、「行ってみたくなる学校」
をキャッチフレーズに、一人一人に寄り添いながら、子どもたちが自ら
考え、主体的に人と社会に貢献できるようさまざまな教育活動を展開し
ています。米作り（田植え・稲刈り）、もちつき、でんえんコンサート（み
やまお届けコンサート）、ふれあい活動（ボッチャ）など、保護者や地域
と連携した活動も充実しています。

鶴川内 3380 番地
 ☎ 72-0489

折多 小学校 
折口 1760 番地
 ☎ 75-0162

　「花と緑  あいさつで  心の通う折多小学校」をキャッチフレーズに、明るく
元気に子どもたちが学校生活を送っています。今年度から三笠中校区小中一貫
教育による脇本小との合同宿泊学習なども開始しました。
　「わかった」「おもしろい」と思える少人数での一人一人に行き届いた学習指
導を行っています。また、折多校区の自然を守る会の方々の協力を得ながらの
米作り、もちつき、そば作りなどの体験学習やよかとこ先生の講話をもとにし
たキャリア教育など、地域と連携した教育活動に教児一体となり取り組んでい
ます。

鶴川内 中学校 

　豊かな自然の中で、子どもたちの明るい声が聞こえる学校です。子どもは、
少人数のため落ち着いた雰囲気の中で学習に臨み、職員は、個別最適な学び
への授業改善に努めています。
　また、思い出に残る行事の充実に努めています。体育大会での鶴中ソーラン、
文化祭での子ども全員の劇や合唱・合奏など、子ども主体の取り組みで一人
一人が活躍しています。さらに、キャリア教育を軸とし、スコラ手帳などの
活用による見通しをもった学校生活の中で人間的成長を育んでいます。鶴中
では、子ども一人一人が主役です。

鶴川内 10300 番地
 ☎ 72-2101

三笠 中学校 
脇本 7877 番地
 ☎ 75-0003

　教室から阿久根の海が一望できる本校では、折多小学校、脇本小学校とともに
小中一貫教育を推進しており、伝統芸能「山田楽」の伝承活動をはじめ、授業や
行事などを通した連携を深めています。
　また、今年度から、チーム担任制（学級を複数の教師が担任）を実施するとと
もに、子どもが主体となった学校行事も推進しています。学校教育目標である「分
かる授業  楽しい学校  夢の実現」のとおり、子ども一人一人に寄り添った「魅力
ある学校づくり」を進めています。

田代 小学校・尾崎 小学校
休校中のため、特認校制度に基づく
子どもの募集を見合わせています。

やさしく　たくましく　よく考える
ふるさと鶴川内を愛し、人と社会に貢献できる子供を育てる

校訓

教育
目標

元気な子　思いやりのある子　よく学ぶ子
分かる授業　楽しい学校　夢の実現

校訓

教育
目標

自主　自律　協調
主体的に学び高め合い、心豊かに、たくましく生きる生徒の育成

校訓

教育
目標

自主　協調　持続
分かる授業　楽しい学校　夢の実現

校訓

教育
目標

※小中一貫校目標

※小中一貫校目標
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田代小学校田代小学校
　令和９年３月 31 日に予定していた統・廃合は、見送ることとしました。　令和９年３月 31 日に予定していた統・廃合は、見送ることとしました。
　今後、新たな方針を改めてお示しします。　今後、新たな方針を改めてお示しします。
　　　　　　　　
尾崎小学校尾崎小学校
　令和９年３月 31 日に、新しい小学校（阿久根小）との統・廃合を行います。　令和９年３月 31 日に、新しい小学校（阿久根小）との統・廃合を行います。
　ただし、当面は、現在の阿久根小を存続することとします。　ただし、当面は、現在の阿久根小を存続することとします。

鶴川内中学校鶴川内中学校
　令和 10 年３月 31 日に廃校とし、新しい中学校との統・廃合を行います。　令和 10 年３月 31 日に廃校とし、新しい中学校との統・廃合を行います。
　令和７年度入学の生徒（現１年生）は鶴川内中を卒業できるようにします。　令和７年度入学の生徒（現１年生）は鶴川内中を卒業できるようにします。
　令和８・９年度入学の生徒は、令和 10 年３月 31 日まで在籍し、それ以降は　令和８・９年度入学の生徒は、令和 10 年３月 31 日まで在籍し、それ以降は
　原則　原則として、阿久根中または三笠中への就学となります。として、阿久根中または三笠中への就学となります。

阿久根中学校阿久根中学校
　令和10年３月31日に一度廃校とし、令和10年４月からは新　令和10年３月31日に一度廃校とし、令和10年４月からは新しい中学校としてしい中学校として
　スタートします。　スタートします。

学
校
の
統
・
廃
合

教
育
委
員
会
で
は
、
本
年
１
月
か
ら
６
月
に
実
施
し
た
関
係
保
護
者
お
よ
び

関
係
住
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に
、
学
校
の
統
・
廃
合
に
係
る
各
学

校
の
対
応
に
つ
い
て
、
総
合
教
育
会
議
や
学
校
規
模
適
正
化
協
議
会
で
の
協
議

を
経
て
、
次
の
と
お
り
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

通学支援

児童生徒数の推計

脇
本
小

尾
崎
小

折
多
小

田
代
小

鶴
川
内
小

山
下
小

西
目
小

大
川
小

阿
久
根
小

500

400

300

200

100

0

300

200

100

0
三
笠
中

鶴
川
内
中

阿
久
根
中

[ 小学校 ]
令 和 ７ 年 度    753 人
令和 12 年度    561 人（▲ 192 人）

[ 中学校 ]
令 和 ７ 年 度    396 人
令和 12 年度    368 人（▲ 28 人）

①　鶴川内中校区（鶴川内小、折多小、田代小（休校中））の児童が、阿久根中または
　三笠中への就学を希望する場合、令和８年４月から通学支援を行います。

②　現在、鶴川内中校区から阿久根中または三笠中へ就学している生徒についても、
　令和８年４月から通学支援を行います。

４
１
６
３
２
６

１
５
２
１

３
２１
７

２
６２
１

１
７ １
１ ００

５
９３
７

００

１
８
８１
２
８

258
242

16 12

122 114
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アンケート調査に
　　　　　　　　　ご 協力ください。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

令和 10 年４月に統・廃合を検討している阿久根小・大川小・西目小・山下小・鶴川内小
の今後の在り方について、市では地域や保護者の皆さまのご意見を伺うためのアンケート
調査を実施します。
いただいたご意見をもとに、子どもたちにとってより良い教育環境となるよう検討を進め
ていきますので、ご協力をお願いします。

保護者　/　中学生以下の全ての保護者

　令和８年３月 31 日までに、右の二次元コードからご回答ください。

　https://forms.cloud.microsoft/r/PKQ5MrKE79

　　　　
地域住民　/　ご意見がある方

　令和８年３月 31 日までに、右の二次元コードからご回答いただくか、
　ご自身のご意見をお住まいの区長へお伝えください。

　https://forms.cloud.microsoft/r/wFNeAMJXum

アンケート調査内容

１　「阿久根小学校、大川小学校、西目小学校、山下小学校、鶴川内小学校は、令和10年４月を
　目標に統・廃合し、新しい小学校とする。新しい小学校は、現在の阿久根小学校を活用する」　
　ことについて
　　同意する　/　同意しない　/　どちらとも言えない
　　（主な理由）

２　現在、「折多小学校、脇本小学校、三笠中学校については、小中一貫教育（施設分離型：現在
　の学校施設は維持しながら、教育活動の連携を図る形態）を導入」していますが、児童生徒数の減少
　などを考慮し、今後は一つの学校に集約し、義務教育学校（小学校から中学校までの 9 年間の義務
　教育を一貫して行う学校）にすることも視野に入れています。
　　このことについて、どのように考えられますか。

３　今後、小学校に入学予定の子どもがいる保護者の意見を尊重することについて
　　尊重する　/　総合的に判断するべきである
　　（主な理由）

４　学校の統・廃合について、何か質問などがあればご記入ください。

[ 回答方法 ] 保護者用
回答フォーム

地域住民用
回答フォーム

教
育
総
務
課　

総
務
係　

☎
７
３
―
１
２
５
７

問
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青
少
年
交
流
事
業

令和７年度

１
日
目

　

阿
久
根
市
と
友
好
交
流
協
定
を
締
結
し
て

い
る
台
湾
台
南
市
善
化
区
に
あ
る
善
化
高
級

中
學
（
善
化
高
校
）
の
教
員
お
よ
び
生
徒
10

人
が
来
阿
し
、
11
月
12
日
か
ら
15
日
ま
で
に

か
け
て
鶴
翔
高
校
の
生
徒
と
交
流
を
行
い
ま

し
た
。

　

市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
青
少
年
の
人
材

育
成
を
図
る
た
め
、
善
化
区
と
隔
年
で
中
高

生
の
派
遣
・
受
け
入
れ
を
行
う
「
青
少
年
交

流
事
業
」
を
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
に
よ
り
、
令
和
２
年
度
以
降
は
交
流
を
休

止
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
６
年
度
は
市
内

の
中
高
生
７
人
を
善
化
区
に
派
遣
し
、
今
年

は
６
年
ぶ
り
に
阿
久
根
市
で
の
受
け
入
れ
を

行
い
ま
し
た
。

　

善
化
高
校
の
生
徒
は
、
鶴
翔
高
校
の
生
徒

な
ど
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
、
日

本
の
生
活
を
体
験
し
な
が
ら
、
鶴
翔
高
校
で

の
体
験
や
県
内
観
光
地
の
見
学
な
ど
を
通
じ

て
鶴
翔
高
校
生
と
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

対面式
鶴翔高校生と対面し、名刺交
換。おもてなしで出された豚
味噌の美味しさに感激

２
日
目

脇本海水浴場見学
空港から鶴翔高校へ向かう途中、
脇本海水浴場で記念撮影

お出迎え
鶴翔高校生が阿蘇くまもと空港
で善化高校生をお出迎え

市長表敬訪問
陳校長を始め３人の先生方が
市役所を訪れ、市長と記念品
を交換

歓迎式
鶴翔高校の歓迎に対し、善化
高校生は日本語での自己紹介
やクイズ、ダンスを披露

学校体験
鶴翔高校でビーズフラッグづくりや文旦の植樹、ジャム作りなどを行
い、昼食は鶴翔高校生の作ったカレーを堪能

市主催の歓迎式典
交流のきっかけとなった阿久根ロータリーク
ラブ会長やホストファミリーも交えた歓迎式
典を開催

阿久根市地域おこし協力隊

　　張
ちょう

　瓊
けいぶん

文  さん

事前調整や通訳を行い、
日台交流の橋渡し役に。

台
湾
台
南
市
善
化
区
と
の
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３
日
目

県内の観光地見学
薩摩川内市の甲冑工房丸武や天文館、城山展望台を訪問。天文館では鶴翔高校生がグループごとに善化
高校生を案内しました。最後は道の駅あくねに立ち寄り、海を眺めながら旅の思い出を振り返りました。

４
日
目

お見送り
出水駅までお見送り。
再会を願って笑顔でのお別れ
となりました。

お別れ会
交流の様子をまとめたスライ
ドショーの鑑賞やお土産の交
換を行いました。

　昨年、青少年交流事業で台湾に行ったときも言葉は通
じませんでしたが、翻訳アプリを使ったり、相手の言葉
を真似したりして分かり合うことができ、自分の気持ち
を伝える勉強にもなりました。
　お別れのときは、笑顔で帰って
もらえて、鶴翔高校からのおもて
なしは大成功でした。
　このような経験があったからこ
そ、外国の人とも話してみようと
思えるようになりました。今は台
湾にしか行ったことがありません
が、もっといろいろな国を見てみ
たいなと思います。

Q阿久根市の印象は？

柯治宇　来ることになったとき、ネットで色々調べて、何もない
　　　　田舎だと思っていました。実際来てみて、すごく大きい
　　　　スーパーや古本屋もありました。また、来たいです。

Q今回の交流で印象に残った出来事は？

黃勤茹　対面式で出された豚味噌があまりにおいしすぎて感動
　　　　しました。学校体験の時の昼食でも出たのでたくさん
　　　　食べました。
林詩耘　アニメ好きだということが分かって、アニメ風自己紹介
　　　　を教えてもらいました。おっす、おらサニー

Q鶴翔高校生とどんな話をしましたか？

吳苡　　台湾について話したり、日本語を教えてもらったりしま
　　　　した。実際教室に行ってみんなと挨拶などもしました。

Q この交流で学んだこと、 成長できたと思うことはありますか？

梁雅淨　今回の交流で日本の文化を体験でき、日本語も少しでき
　　　　るようになりました。簡単な単語でコミュニケーション
　　　　がとれるようになりました。

Q また阿久根に来たいと思いますか？

陳捷瑩　もちろんです。また、来たいと思います。

Q台湾に帰ったら、 家族や友達にどんな話をしたいですか？

張嘉汶　レモンジャム作りの話をしたいと思います。ジャム作り
　　　　がとても楽しかったです。

台湾からの派遣生に

　　　　　　　　交流の感想を聞いてみました！

柯治宇柯治宇

吳苡　吳苡　

黃勤茹黃勤茹

陳捷瑩陳捷瑩

林詩耘林詩耘
張嘉汶張嘉汶

梁雅淨梁雅淨

鶴翔高等学校２年

海平　優
ゆうすけ

介さん

15
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市
政
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
方
を
表
彰

令
和
７
年
阿
久
根
市 

市
民
表
彰
式地

方
自
治
部
門

▼
中
村
主ち

か
ら税

（
消
防
団
副
団
長
・
団
長
を
歴
任

　
し
、
阿
久
根
市
消
防
団
発
展
の
た
め
、
47
年
に

　
わ
た
り
地
域
消
防
・
防
災
活
動
に
貢
献
）

▼
久
保
勝か

つ
す
け輔

（
大
谷
区
長
18
年
）

▼
黒
蕨
春は

る
き喜

（
桑
原
城
下
区
長
15
年
）

一
般
篤
行
部
門

▼
柏
木
昭あ

き
の
り徳

（
一
般
財
政
資
金
と
し
て
多
額
の

　
浄
財
を
寄
付
さ
れ
、
本
市
の
ふ
る
さ
と
振
興
に

　
貢
献
）

▼
株
式
会
社
鹿
児
島
銀
行
（
企
業
版
ふ
る
さ
と

　
納
税
制
度
に
よ
り
本
市
の
「
副
業
・
兼
業
活
用

　

お
よ
び
生
産
性
向
上
に
よ
る
地
域
の
産
業
活

　
性
化
」
に
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。）

▼
鹿
児
島
ト
ヨ
タ
自
動
車
株
式
会
社
（
企
業
版

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
よ
り
本
市
の
「
暮
ら
し

　
を
支
え
る
生
活
基
盤
の
形
成
を
図
る
事
業
」

　
に
多
額
の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
。）

市
民
特
別
表
彰

　
11
月
11
日
、
令
和
７
年
市
民
表
彰
式
を
開

催
し
、
市
民
特
別
表
彰
（
地
方
自
治
部
門
・

一
般
篤
行
部
門
）
お
よ
び
功
労
者
表
彰
（
地

方
自
治
部
門
）
で
功
労
の
あ
っ
た
個
人
・
団

体
13
組
を
表
彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

功
労
者
表
彰

地
方
自
治
部
門

▼
大
尾
基も

と
ひ
ろ弘

（
大
尾
区
長
10
年
）

▼
磯
畑
一か

ず
あ
き昭

（
東
牧
内
区
長
10
年
）

▼
築
地
純す

み
と人

（
新
町
区
長
８
年
）

▼
播
磨
孝こ

う
じ治

（
脇
本
浜
区
長
８
年
）

▼
佐
潟
公き

み
と人

（
町
区
長
７
年
）

▼
德
永
利と

し
み美

（
川
畑
中
区
長
７
年
）

▼
宮
田
博ひ

ろ
み美

（
波
留
区
長
７
年
）

×

　全国で人気のバーチャルライバーグループ
「にじさんじ」と阿久根市がコラボし、市の
魅力を発信する企画「# よかとこ阿久根」が
開催中！
　ライブ配信や市内スタンプラリーなどを通し
て、阿久根の “食・自然・観光” の魅力を全国
へ届けます。

▼
ラ
イ
ブ
配
信

　

人
気
ラ
イ
バ
ー
の
酒さ

か
よ
り寄

颯そ
う
ま馬

さ
ん
・
七な

な
せ瀬

す
ず
菜な

　

さ
ん
が
、
阿
久
根
市
の
特
産
品
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト

　

を
紹
介
す
る
特
別
配
信
。
七
瀬
さ
ん
のYouTube

　

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
て
ア
ー
カ
イ
ブ
配
信
中
。
詳
し
く

　

は
専
用
サ
イ
ト
ヘ
。

▼
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
12
月
21
日
ま
で
）

　

市
内
20
カ
所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る
等
身

　

大
パ
ネ
ル
な
ど
の
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

　

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
、
ポ
イ
ン
ト
に

　

応
じ
て
豪
華
景
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

　

開
催
。

詳
細
は
専
用
サ
イ
ト
ヘ

　

VTuber

※
（
バ
ー
チ
ャ
ルYouTuber

）
と
し
て
活

動
す
る
〝
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
イ
バ
ー
〟
が
所
属
す
る
、

大
人
気
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

　

現
在
は
約
１
５
０
人
の
ラ
イ
バ
ー
が
在
籍
し
、
ラ

イ
ブ
配
信
、
音
楽
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
多
方
面
で

活
躍
中
。
個
性
豊
か
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
配
信
ス
タ

イ
ル
で
、
若
い
世
代
を
中
心
に
幅
広
い
支
持
を
集
め

て
い
ま
す
。

　

※
３
Ｄ
や
２
Ｄ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
姿
で
活
動
す
る
動
画

　
　

配
信
者

＞
＞
＞
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受
け
継
が
れ
る
心
豊
か
な
郷
土
の
文
化
・
芸
術

第
78
回
阿
久
根
市
総
合
文
化
祭
を
開
催

　

11
月
１
日
・
２
日
、
文
化
・
芸
術
活
動
を
行
う
個

人
や
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
や
作
品
を
披
露
す

る
「
第
78
回
阿
久
根
市
総
合
文
化
祭
」
を
風
テ
ラ
ス

あ
く
ね
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

演
芸
部
門
で
は
郷
土
芸
能
、
ダ
ン
ス
、
楽
器
、
日

本
舞
踊
な
ど
33
団
体
が
舞
台
で
演
技
を
披
露
し
、
展

示
部
門
で
は
絵
画
、
書
道
、
生
け
花
の
ほ
か
、
市
内

保
育
園
の
園
児
、
小
中
学
校
・
鶴
翔
高
校
の
児
童
生

徒
に
よ
る
工
作
や
活
動
紹
介
な
ど
多
く
の
作
品
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
日
間
で
約
1
3
0
0
人
が
来
場
し
、
華
や
か
な
ス

テ
ー
ジ
や
展
示
作
品
を
通
し
て
、
郷
土
の
豊
か
な
文

化
・
芸
術
の
薫
り
に
包
ま
れ
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
を
確
認

地
震
・
津
波
に
対
す
る
避
難
訓
練
を
実
施

　

11
月
２
日
、
市
内
全
域
を
対
象
に
「
地
震
・
津
波

に
対
す
る
避
難
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
は
、
甑
島
列
島
東
方
沖
で
震
度
５
強

の
地
震
が
発
生
し
、
東
シ
ナ
海
沿
岸
に
高
さ
４
ｍ
超

の
津
波
が
発
生
す
る
想
定
で
行
わ
れ
、
消
防
署
や
消

防
団
、
警
察
署
と
連
携
し
た
情
報
伝
達
訓
練
や
広
報

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年
5
月
に
ビ

ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
ロ
ッ
ク
ス
イ
ン
と
締
結
し
た
協
定
に

基
づ
き
、
ホ
テ
ル
で
の
情
報
伝
達
や
周
辺
住
民
の
受

け
入
れ
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。
各
地
域
の
自
主
防
災

組
織
（
区
）
も
参
加
し
、
緊
急
地
震
速
報
や
大
津
波

警
報
の
サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
、
あ
ら
か
じ
め
地
域
で

定
め
た
一
時
避
難
場
所
な
ど
へ
避
難
し
ま
し
た
。

未
来
を
担
う
農
業
者
た
ち
が
集
結

全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
鹿
児
島
初
開
催

　

10
月
23
日
・
24
日
、
鹿
児
島
県
で
は
初
開
催
と
な

る
「
全
国
農
業
担
い
手
サ
ミ
ッ
ト
」
が
県
内
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
鹿
児
島
市
で
全
体
会
が

実
施
さ
れ
、
そ
の
後
、
県
内
６
カ
所
に
分
か
れ
て
地
域

交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
２
日
目
は
県

内
32
コ
ー
ス
に
分
か
れ
現
地
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
阿
久
根
市
で
は
、「
食
の
ま
ち
阿
久
根
で
次
世
代
を

担
う
若
手
農
業
者
や
施
設
栽
培
（
豆
類
・
柑
橘
・
大

葉
）
を
巡
る
コ
ー
ス
」
が
設
定
さ
れ
、
県
外
事
業
者

か
ら
の
参
加
者
21
人
が
牧
内
健た

け
し志
さ
ん
の
ス
ナ
ッ
プ

エ
ン
ド
ウ
、
野
畑
み
か
ん
園 　
の
大
将
季
、
農
事
組

合
法
人
京
田
園
の
大
葉
な
ど
を
巡
り
、
そ
れ
ぞ
れ
意

見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
「
か
た
ろ
か
い
」

気
軽
に
話
そ
う
、
認
知
症
の
こ
と

　

11
月
７
日
、
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
で
認
知
症
家
族
介

護
者
交
流
会
「
か
た
ろ
か
い
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

お
茶
を
飲
み
な
が
ら
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
介

護
中
の
家
族
が
抱
え
る
悩
み
や
不
安
に
、
介
護
経
験

者
や
認
知
症
介
護
指
導
者
が
実
体
験
を
交
え
な
が
ら

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
や
家
族
の
認

知
症
が
心
配
な
方
も
参
加
者
と
語
り
合
い
、「
こ
の
ま

ま
で
い
い
の
か
、
い
ざ
と
い
う
時
ど
う
す
れ
ば
い
い

の
か
不
安
だ
っ
た
け
れ
ど
、
皆
さ
ん
の
話
が
聞
け
て

よ
か
っ
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

次
回
は
、
令
和
８
年
３
月
13
日
に
開
催
予
定
で

す
。
認
知
症
の
方
の
介
護
に
つ
い
て
の
疑
問
や
不
安

な
ど
、
気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（同）
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肥
育
農
家
が
肉
牛
の
質
を
競
う

令
和
７
年
度
阿
久
根
市
肉
牛
枝
肉
共
進
会

　

11
月
７
日
、
本
市
の
畜
産
振
興
お
よ
び
畜
産
農
家

の
生
産
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
阿
久

根
市
の
肥
育
農
家
が
、
日
頃
の
管
理
技
術
と
そ
の
熱

意
の
成
果
を
一
堂
に
会
し
て
競
う
「
令
和
７
年
度
阿

久
根
市
肉
牛
枝
肉
共
進
会
」
が 

㈱ 

阿
久
根
食
肉
流
通

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、12
団
体
か
ら
15
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

▼  
最
優
秀
賞
：
㈲ 

野
﨑
畜
産

▼  
優 
秀 
賞
：
㈱ 

川
畑
フ
ァ
ー
ム

▼  

優 
良 
賞
：
早
水　
利と

し
み美

防
火
・
防
災
を
楽
し
く
学
ぶ

令
和
７
年
度
幼
年
消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　
11
月
15
日
、
風
テ
ラ
ス
あ
く
ね
駐
車
場
で
、「
幼
年

消
防
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
、
市
内
の
保
育

園
児
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
に
合
わ
せ
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
防
火
衣
の
試
着
や
放
水
体
験
、
消
防
車

と
の
綱
引
き
な
ど
を
通
し
て
、
防
火
に
つ
い
て
楽
し

く
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
職
員
に
よ
る
寸
劇
や
濃
煙
体
験
コ
ー

ナ
ー
、
車
両
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、
子
ど

も
た
ち
は
体
験
や
見
学
を
通
じ
て
防
火
・
防
災
の
重

要
性
を
実
感
し
ま
し
た
。

区
長
会
役
員
会
と
市
と
の
意
見
交
換
会
開
催

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
意
見
交
換

　

11
月
10
日
に
区
長
会
役
員
会
と
市
執
行
部
と
の
意

見
交
換
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

区
長
会
か
ら
は
「
区
の
合
併
支
援
」
な
ど
の
意
見

要
望
が
、
各
地
区
か
ら
は
「
大
川
地
区
公
民
館
の
設

備
改
修
」「
阿
久
根
市
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
役
員
体

制
」
な
ど
の
意
見
要
望
が
出
さ
れ
、
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
と
各
区
が
連
携
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
連
携

日
本
生
命
保
険
相
互
会
社
と
連
携
協
定
を
締
結

　

11
月
14
日
、
阿
久
根
市
は
日
本
生
命
保
険
相
互
会

社 

鹿
児
島
支
社
と
連
携
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
同
社
で
は
生
命

保
険
業
の
枠
を
超
え
、
全
国
の
自
治
体
と
連
携
し
て

地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
協
定

に
よ
り
、
市
民
の
健
康
増
進
や
疾
病
予
防
、
子
ど
も

の
健
全
育
成
、
女
性
活
躍
の
推
進
な
ど
、
幅
広
い
分

野
で
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

支
社
長
の
長ち
ょ
う
だ田

浩ひ
ろ
ゆ
き幸

さ
ん
は
「
双
方
の
資
源
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
住
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
誠
実

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
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  西平良将市長の主な活動
11 月11 月

阿久根市 市長の活動報告 検索

市ホームページもご覧ください。

13 日
青少年交流事業歓迎式
第２回市議会臨時会本会議
全国公平委員会連合会令和７年度表彰伝達式

14 日 日本生命保険相互会社鹿児島支社との連携協定締結式

17 日 北薩広域行政事務組合令和７年度第４回理事会
令和７年度阿久根市役所防災教育訓練

18 日
南九州西回り自動車道阿久根川内道路建設促進協力
会および「サンセット牛之浜景勝地」の道の駅整備
促進協議会要望活動（東京都千代田区）

21 日 第３回原子力安全対策連絡協議会
水産研究会忘年会

22 日 阿久根市ふくしまつり
23 日 阿久根市葬斎場「佛石の里」灰塚供養法要

25 日 株式会社海連との協定書調印式
第 190 回鹿児島県都市計画審議会（鹿児島市）

27 日 阿久根食肉流通センター取締役会および令和７年度
畜魂慰霊祭

28 日 第４回市議会定例会本会議
30 日 阿久根市消防団第２回分団長会

「to the Next」～次に向かって～
「for the Next」～次のために～

11 月
18 日関連

　本市・薩摩川内市の行政・
商工会議所関係者、中村県議
とともに南九州西回り自動車
道や新たな道の駅整備の促進
について、森山衆議院議員な
ど本県選出国会議員、国土交
通省へ要望を行いました。

11 月 　　　　　     　活　動　内　容
２日 第 78 回阿久根市総合文化祭
３日 ふたば祭り

４日 令和７年度社会資本整備を考える首長の会（東京都
千代田区）

５日

南九州西回り自動車道建設促進大会（東京都千代田
区）
安心・安全の道づくりを求める全国大会（東京都千
代田区）
道路整備促進期成同盟会鹿児島県協議会要望活動（東
京都千代田区）

６日
令和７年度九州地方国道整備促進総決起大会（東京
都千代田区）
第３回「子ども第三の居場所サミット」（東京都港区）

７日 令和７年度第２回北薩地域行政懇話会

８日 阿久根地区安全運転管理協議会青年部 30 周年記念講
演会

10 日 区長会役員会と市執行部との意見交換会

11 日
令和７年度阿久根市市民表彰式
阿久根ロータリークラブ例会

12 日 台南市善化区との青少年交流事業対面式

ス
ポ
ー
ツ
く
じ
助
成
金
活
用
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
に

総
合
体
育
館
に
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
を
新
設

　

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
の

ス
ポ
ー
ツ
く
じ
助
成
金
を
活
用
し
、
総
合
体
育
館
ア

リ
ー
ナ
に
新
た
に
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
１

セ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
総
合

体
育
館
ア
リ
ー
ナ
で
は
合
計
３

対
の
移
動
式
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
利
用
で
き
ま
す
。
今
後
も

地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点
と

し
て
、
競
技
力
の
向
上
、
健
康

増
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　南九州西回り自動車道阿久根川内道路建設促進協力会・
「サンセット牛之浜景勝地」の道の駅整備促進協議会要望

活動

避
難
者
支
援
・
備
蓄
品
保
管
で
連
携

株
式
会
社
海
連
と
災
害
時
・
平
時
の
協
定
締
結

　

11
月
25
日
、
阿
久
根
市
は
株
式
会
社
海
連
と
、
災

害
時
等
に
お
け
る
避
難
者
支
援
業
務
お
よ
び
平
時
か

ら
の
防
災
備
蓄
品
の
保
管
協
力
に
関
す
る
協
定
を
締

結
し
ま
し
た
。
本
協
定
は
、
避
難
所
な
ど
の
提
供
や

応
急
対
策
支
援
、
備
蓄
品
保
管
場
所
の
提
供
な
ど
を

定
め
、
災
害
時
の
迅
速
な
対
応
を
図
る
も
の
で
す
。

　

永
井
幸さ
ち
え枝
社
長
は
「
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
周
り
の

人
の
役
に
立
つ
の
か
を
基
準
に
日
々
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
冷
蔵
庫
や
冷
凍
庫
、
常
温
倉
庫
な
ど
の
設

備
は
災
害
時
こ
そ
役
立
て
ら
れ
る
。
こ
の
協
定
に

よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
の
お
役
に
立
ち
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。



応募資格応募資格　職種によって異なりますので、詳しくは募集要項をご覧ください。　職種によって異なりますので、詳しくは募集要項をご覧ください。
　　　　　募集要項は、市役所・風テラスあくね・三笠支所・大川出張所に　　　　　募集要項は、市役所・風テラスあくね・三笠支所・大川出張所に
　　　　　設置しているほか、　　　　　設置しているほか、市ホームページでもご覧いただけます。市ホームページでもご覧いただけます。
　　　　　　　　　　※本募集は、「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨を踏まえて実施します。※本募集は、「障害者の雇用の促進等に関する法律」の趣旨を踏まえて実施します。

応募手続き　[ 提出書類 ]
　　　　　▪申込書１通
　　　　　▪障害者手帳の交付を受けている方：手帳の写し１通
　　　　　▪応 募 資 格 に 資 格 要 件 が あ る 職 種：資格を証明する書類の写し
 　　　　　                     （資格取得見込みの場合は、その旨を記載したもの）

受付期間　12 月１日　　～ 12 月 26日　　   ※土日を除く

令和８年度任用令和８年度任用

会計年度任用職員を募集します会計年度任用職員を募集します

任用期間任用期間　令和８年　令和８年４４月１日　～　令和９年３月 31日月１日　～　令和９年３月 31日

教育委員会教育委員会

一般事務員 一般事務員以外の職種

業務内容 連絡先 生涯学習課 連絡先 学校教育課 連絡先

教育総務課事務業務 
（障がい者枠） 73-1257 社会教育指導員

72-1051

英語教育指導助手

73-1258

教育委員会事務業務 73-1258 自主文化事業等推進員 特別支援教育支援員

事務補助員 
（市民交流センター） 理科教育支援員

市民交流センター警備員 学習指導支援員

中央公民館鶴見分館
警備員

スクールサポート
スタッフ

脇本地区公民館警備員 スポーツ推進課 連絡先

教育総務課 連絡先 体育指導・施設管理
業務員

73-4649建築技能業務員 
（学校修繕）

73-1257

施設管理補助員

学校図書司書 社会体育業務事務員

学校用務員 給食センター 連絡先

事務補助員 
（給食センター） 72-7081

月 金

選 考 日 　教育委員会以外  ： １月24日 ㈯、25日 ㈰
　　　　　警 備 員  ： １月26日 ㈪
　　　　　教 育 委 員 会  ： １月31日 ㈯

提 出 先 　各担当課などで受け付けます。業務内容などの
　　　　　詳細は各担当課などへお問い合わせください。

会計年度任用職員制度の主な内容
▪選考は原則、面接により行います。
▪勤務に応じて年２回の賞与（期末・勤勉手当）
　の支給などがあります。
▪報酬額は、常勤職員の給料表の改定などに準じ、
　改定されます。
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一般事務員 一般事務員以外の職種

業務内容 連絡先 総務課 連絡先 農政林務課 連絡先

電話交換・放送業務 73-1212 庁舎・公用車管理員

73-1212

農作業指導業務員 
（振興センター） 73-2191

市民相談窓口業務 73-1210 庁舎・公用車管理員 
（障がい者枠）

農村環境改善センター
作業員

企画推進課事務業務 73-1215 市役所庁舎警備員 有害鳥獣対策・ 
林道管理業務員 73-1165

税務事務業務 73-1202 交通安全指導業務員
73-1210

商工観光課 連絡先

市民課事務業務
73-1218

集落支援員 消費生活相談員 73-1278

マイナンバー事務業務 情報管理事務員 73-1213 環境水産課 連絡先

家庭相談業務
73-1248

福祉課 連絡先 不法投棄等監視・ 
指導業務員 73-1219児童・母子等福祉 

サービス事務業務
生活保護レセプト 
点検事務員 73-1242 海岸清掃作業・ 

監視指導業務員
障がい福祉サービス等
事務業務 73-1240 保育士（フルタイム）

73-1248

都市建設課 連絡先

母子保健事務業務 79-3039 保育士（パートタイム） 建築技能業務員 
（市営住宅修繕） 73-1189

水道事業工務補助業務
73-1109

保育園看護師 道路作業指導業務員
73-1192

水道事業事務業務 保育園給食調理業務員 道路維持作業員

中山間・多面的機能
事務業務 73-1143 こども保健課 連絡先 大川診療所 連絡先

阿久根市農業再生 
協議会事務業務 73-1142 歯科衛生士

73-1228
大川診療所看護師 74-0001

森林環境譲与税事務業務 73-1165 保健予防事務業務 
（管理栄養士または栄養士） 農業委員会事務局 連絡先

商工観光事務業務 
（課全般） 73-1278 助産師

79-3039

農地中間管理機構事業
事務業務員 73-1249

ふるさと納税事務業務 73-1144 子育て支援センター
保育士

生活環境向上推進業務 73-1219 介護長寿課 連絡先

用地事務業務 73-1183 要援護者訪問相談員 73-1241

道路維持等に関する
事務業務 73-1192 介護保険専門指導員 

（認定訪問調査員） 73-1229
市営住宅管理事務業務 73-1189 介護保険専門指導員 

（給付点検分析事務）

会計課事務業務 73-1152 専門指導員 
（主任介護支援専門員）

73-1272
農地利用最適化事務業務 73-1249 専門指導員 

（介護支援専門員）

三笠支所窓口事務業務 75-0002 専門指導員 
（正看護師・管理栄養士）

大川出張所窓口事務業務 74-0001 生活支援コーディネー
ター業務員

議会事務局事務業務
73-1254

市民課 連絡先

議会事務局事務業務 
（障がい者枠） レセプト点検事務員

73-1224選挙管理委員会 
事務局事務業務 73-1267 訪問指導業務（国保） 

（正看護師）

教育委員会以外教育委員会以外
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市役所からのお知らせ
information

　　      　 税務課　固定資産税係　☎ 73-1204問・申

償却資産の申告はお早めに

　固定資産税の対象となる償却資産（土地や家屋以
外の事業の用に供することができる資産）の所有者
は、資産台帳の登録とその価格決定に必要な事項を毎
年、申告することが義務付けられています。

該当者の申告期限　令和８年２月２日

 申告の対象となる償却資産

　会社や個人で工場や商店などを経営する方が、事業
のために所有している次のものが該当します。
　①構築物　②機械・装置　③船舶　④航空機　
　⑤車両・運搬具　⑥工具・器具・備品
　法人および個人が、事業用に設置した太陽光発電
設備は、固定資産税の課税対象となるため、申告が
必要です。（低圧かつ10kW 未満の住宅等太陽光発電
設備は除きます。）

月

入所資格

　　      　 税務課　滞納整理係　☎ 73-1202問

12 月は

県下一斉国保税滞納整理強化月間

　県では、12 月を「鹿児島県県下一斉国保税滞納整
理強化月間」と定め、納税意識を高める取り組みや

納税相談などを実施しています。

    市では次の取り組みを強化します。
    ①滞納者に対する催告書の送付、電話催告、納税
    　相談など
    ②滞納者の預貯金・給与・不動産などの財産調査
    ③滞納者の預貯金・給与などの差し押さえ、捜索
  　  などの滞納処分

　　納付が困難な場合はお早めにご相談ください

▶　災害、失業、病気などのやむを得ない事情で
　国保税を納期限までに納めることができない場合
　は、お早めに税務課へご相談ください。
▶　国保税は、国保制度を支える貴重な財源ですの
　で、納期内納付へのご理解ご協力をお願いします。

　国の自治体情報システム標準化に伴い、令和８年１月
以降にお送りする「期別納付書」の様式が変わります。
　これまで軽自動車税（種別割）を除く各種税や保険料、
水道料金などの納付書は、圧着式はがきでお送りしてい
ましたが、今後は封筒に入れた納付書をお送りします。
注意点
　⑴　督促状は、これまでと同じく圧着式はがきでお送り
　　します。
　⑵　令和７年12月以前に交付した納付書は、令和８年
　　１月以降も使用することができます。（ただし、納
　　期限が過ぎた納付書は、コンビニエンスストアでの
　　納付ができない場合があります。）

市税などの納付書が

新しい様式に変わります
様式が変更になる納付書

税務課
☎73-1203

・市県民税・固定資産税・国民健康保険税
・軽自動車税（種別割）・介護保険料
・後期高齢者医療保険料

水道課
☎73-1102

・水道料金

都市建設課
☎73-1189

・公営住宅使用料
・公営住宅駐車場使用料

変更前（圧着式はがき納付書） 

変更後（封筒入り納付書）

納め忘れがないよう、

　　　　ご注意ください。

≫

変更前（封筒入り納付書）四つ折り 

変更後（封筒入り納付書）二つ折り
≫

▶
軽
自
動
車
税
以
外

▶
軽
自
動
車
税
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問

募集種目 募集資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生 18 歳以上 33 歳未満の方※ 1 通年 受付時または各自衛隊地方協力本部の
ホームページにてお知らせします。

　陸上自衛隊
　高等工科学校
　生徒（一般）

男子で中卒（見込み含む）
17 歳未満

　10 月１日～
　１月 15 日

１次：令和８年１月 24 日・25 日
２次：令和８年２月 12 日～ 15 日

（いずれか１日を指定）

※ 1　32 歳の方は採用予定月の末日現在、33 歳に達していない方
※ 2　成績優秀かつ学校長が推薦できる方

（年齢は令和８年４月１日現在）

自衛官
を募集しています

自衛隊鹿児島地方協力本部　薩摩川内出張所　☎ 0996-22-2401
市民課　住民年金係　☎ 73-1218

令和８年度  放課後児童クラブ利用申し込み案内

受付期間など

受付期間　令和８年１月 13 日（火）～ 30 日（金）
受付時間　8：30 ～ 17：15　　※土日は除きます。

申込方法

●●  継続 継続 利用を希望する保護者利用を希望する保護者
　 現在利用中の児童クラブを通じて利用申込書を配布しますので、必要書類をそろえて、福祉課 児童福祉係
　 または各児童クラブへご提出ください。

●●  新規 新規 利用を希望する保護者利用を希望する保護者
 　令和８年度の新１年生は、保育所・認定こども園を通じて利用申込書を配布します。
　 それ以外の方は福祉課 児童福祉係、三笠支所、大川出張所に利用申込書一式を備えてありますので、
 　必要書類をそろえて、福祉課 児童福祉係までご提出ください。

利用対象者

昼間、仕事などにより保護者が
家庭にいない小学生

児童クラブ一覧

対象校区 児童クラブ名 実施場所 電話番号 定員

阿久根

阿久根学童クラブ 中央児童館 72-3161 80 人

第２阿久根学童クラブ NTT 阿久根ビル１階 080-1721-5201 40 人

めぐみ学童 阿久根めぐみこども園
敷地内 72-0431 30 人

脇本 脇本児童クラブ 脇本保育園 75-0077 100 人

鶴川内 鶴川内児童クラブ 鶴川内児童館 72-1271 25 人

大川 大川児童クラブ 旧大川地区在宅介護
支援センター 080-2690-3766 20 人

山下 山下児童クラブ 山下里公民館 090-6776-3110 25 人

西目 西目児童クラブ 西目小学校余裕教室 080-8387-1583 30 人

折多 折多児童クラブ 折多小学校体育館
敷地内専用建物 090-5478-9124 30 人

児童クラブ利用の申し込み手続きなど詳しくは、福祉課 児童福祉係（☎ 73-1248）へお問い合わせください。

23



５歳児むし歯ゼロおめでとう！

阿久根市内の保育園・認定こども園の歯科検診で、むし歯のなかった５歳児（年長）阿久根市内の保育園・認定こども園の歯科検診で、むし歯のなかった５歳児（年長）
に賞状と記念品を贈りました。今年は 73 人の園児が表彰を受けました。に賞状と記念品を贈りました。今年は 73 人の園児が表彰を受けました。

阿久根めぐみこども園の園児阿久根めぐみこども園の園児

（敬称略）

 　 　鹿児島県後期高齢者医療広域連合　事業課保健事業班
☎ 099-206-1329

問

76 歳・78 歳・80 歳の方へ

お口元気歯ッピー健診を受診しましたか？

　高齢になると、「むせ」や「のどのつかえ」が起
こりやすく、誤

ご え ん せ い
嚥性肺炎の原因になることがありま

す。この健診では、「歯」と「お口の機能」を一緒
に検査しますので入れ歯の方も受診できます。
　対象者には６月初めに受診券（オレンジ封筒）を
送付しています。再発行を希望される方は鹿児島
県後期高齢者医療広域連合  事業課  保健事業班（☎
099-206-1329）までお問い合わせください。

健診期間　令和８年１月 31日　　 まで
健 診 料   無料
受診場所　県内の協力歯科医院
対 象 者 　
　①今年度 76 歳の誕生日を迎える方
　　（昭和 24 年４月１日～昭和 25 年３月 31 日生）
　②今年度 78 歳の誕生日を迎える方
　　（昭和 22 年４月１日～昭和 23 年３月 31 日生）
　③今年度 80 歳の誕生日を迎える方
　　（昭和 20 年４月１日～昭和 21 年３月 31 日生）

土

石原　菜
な お

雄 慶越　巽
たつみ

福浦　京
こ と は

桜 石澤　怜
れ な

奈 白石　佳
か の ん

暖 播磨　海
か ほ

帆

榎田　陽
ひ よ り

和 坂元　湊
み つ き

月 末吉　奈
な お

生 野﨑　凛
り ん の す け

ノ介 福山　朝
あ さ ひ

陽 大田　紗
さ ら

良

尾上　湊
そ う た

太 齊藤　曉
ぎょうしん

津 新地　一
か ず と

登 末永　奏
そ う

心 部當　悠
ゆ づ る

琉 山田　優
う る は

月葉

越川　結
ゆ づ き

月 上今別府　由
ゆ り

理 黒坂　凜
りん

五島　慶
け い じ

二 五島　涼
りょうじ

二 高橋　楓
かえで

竹下　莉
り お

和 戸田　深
み こ と

琴 冨吉　咲
さ き

希 野村　風
ふ わ

和 橋口　歩
あ ゆ む

武 濵﨑　奏
そ ら

良

溝上　蒼
そ う ま

真 宮内　まおり 加世堂　未
み う

詩 神田　紬
つ む ぎ

麦 　通　心
し お ん

恩 遠屋　大
た い か

迦

山口　泉
い ず み

海 石原　永
な つ

紬 柏木　葉
は づ き

月 上岡　柚
ゆ ず は

葉 川畑　薫
か の ん

音 川畑　斗
と う ま

真

川畑　律
り っ か

薫 北　湊
み な と

斗 京田　悠
は る と

琉人 久保山　葵
あ お い

唯 佐　　隆
たかみつ

光 末増　翼
つ ば さ

翔

永岩　稜
り く

久 畑添　心
こ は る

春 林　音
お と は

芭 東　笑
に こ

心 平野　樹
いつき

古田　海
か い

羚

松﨑　心
こ は る

春 椛山　蒼
そ う ま

天 仮屋園　莉
り お

桜 黒永　紡
つ む ぎ

衣 坂之下　紗
さ な

菜 釣屋　麻
ま い

衣

野村　吏
り く

玖 山口　琥
こ お

央 池田　空
そら

大堂　心
こ は な

花 藏満　凛
り ん な

菜 濱﨑　心
み の り

敬

春田　和
わ か な

那 東園　大
た い ち

馳 牧内　陽
ひ な た

咲 山下　瑛
え れ ん

蓮 𠮷野　心
こ じ ろ う

二朗
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お
酒の適量

知
っ
て
い
ま
す
か
？

飲
酒
は
体
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
、

自
分
に
あ
っ
た
飲
酒
量
を
決
め
、

健
康
に
配
慮
し
た
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

お酒との付き合い方を見直してみよう

▪ 自らの飲酒状況などを把握する
▪ あらかじめ量を決めて飲酒する
▪ 飲酒前、飲酒中に食事を摂る
▪ 飲酒の合間に水を飲む
▪  1 週間のうち、飲まない日を設ける

次のような飲酒や飲酒後の行動は避けましょう

▪ 一時多量飲酒（急いで飲まない）
▪ 他人への飲酒の強要
▪ 不安や不眠を解消するための飲酒
▪ 病気など療養中の飲酒や服薬後の飲酒
▪ 飲酒中、飲酒後の運動や入浴

飲酒チェックツール

自分が飲んだお酒の種類を選ぶと、簡単に
総飲酒量（純アルコール量）とお酒の分解
にかかる時間が計測できます。
自分の健康を管理するための方法の１つと
して、活用してみましょう。

あなたの飲酒を見守る
アルコールウォッチ

適 正 飲 酒 量

S T O P !
飲 酒 運 転

ビール
（５度）

中瓶１本
（500ml）

缶チューハイ
（７度）

１缶
（350ml）

ウイスキー
（43 度）

ダブル１杯
（60ml）

日本酒
（15 度）

１合
（180ml）

ワイン
（12 度）

２杯弱
（200ml）

焼酎
（25 度）

0.6 合
（110ml）

過度な飲酒は生活習慣病のリスクが高まります。
また、脳や精神面にも影響を及ぼし、認知症やうつ病の原因にもなります。
精神運動障害が出てくると、事故やけがのリスクも高くなります。純アルコール量：   男性 40 ｇ程度 / 日　 女性 20 ｇ程度 / 日

▶ 

純
ア
ル
コ
ー
ル
20
ｇ
の
例

問   こども保健課　保健予防係　☎ 73-1228

（厚生労働省  飲酒量チェック）
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冬の感染症に注意！

医療機関を受診するときは、

　マイナンバーカード  か  資格確認書  を使用してください
  （マイナ保険証）

問    市民課　国保係　☎ 73-1224

健康保険証は、原則、使用できなくなっています

　12 月１日で経過措置が終了したため、有効期限のない健康
保険証をお持ちの方も、医療機関を受診する際は、マイナン
バーカード（マイナ保険証）か資格確認書を使用してくださ
い。マイナ保険証の利用登録をしていない方は、保険者（健
康保険協会や職場など）から届いた資格確認書を使用してく
ださい。届かない場合は保険者にお問い合わせください。

　※　マイナ保険証の登録状況は、「マイナポータル」で確認できます。
　※　国民健康保険や後期高齢者医療制度の方には、７月に資格確認書
　　　や資格情報のお知らせを送付しています。送付された資格確認書
　　　は令和８年７月末まで有効です。

スマートフォンのマイナ保険証利用が始まっています

　機器の準備が整った医療機関などで順次利用できるように
なりました。スマートフォンのマイナ保険証利用については
事前準備が必要です。
　詳しくは厚生労働省 HP をご確認ください。

　厚生労働省
　スマートフォンのマイナ
　保険証利用について

◀

冬の感染症に注意！
インフルエンザと新型コロナウイルスから身を守ろう

今年は、全国的にも通常より早くインフルエンザが流行しています。感染は短期間で広がることがあるため、
日常生活での予防が大切です。

石けんを使って
こまめに手洗い マスクの着用 適度な湿度の保持 十分な睡眠・休養・バラ

ンスの取れた栄養摂取
外出後や食事前には、石けん
と流水で 30 秒以上かけてしっ
かり手を洗いましょう。
手洗いができない場合は、ア
ルコール消毒も有効です。

外出時や人と会話するときは
マスクを着けましょう。
飛沫感染の予防だけでなく、
鼻や喉の乾燥も防ぎます。

乾燥した空気はインフルエン
ザにかかりやすくします。
加湿器などで 50 ～ 60％の湿
度を保ちましょう。

体の免疫力を高めるため、十分
な睡眠と休養、バランスのよ
い食事を心がけましょう。

日常でできる感染症予防

公費でのインフルエンザ予防接種は 12 月末まで

予防接種は、発症の可能性を減らし、発症しても重症化を防ぐ効果があります。
接種後、効果が出るまで約２週間かかります。
各医療機関で接種することができますので、まだお済みでない方は、ご家族と
一緒に早めの接種を心がけましょう。

18 歳以下・65 歳以上の方には、市の助成があります
　≫   ９月末に予診票をお送りしています。予防接種時は必ず持参してください。

発熱など症状がある方は

発熱などの症状がある方は、かかりつけ
医や地域の身近な医療機関に電話で相談
してください。

問　こども保健課　保健予防係
　　☎ 73-1228

26



市役所からのお知らせ
information

　　      　 介護長寿課　地域包括支援係　☎ 73-1272問

ころばん体操体験会を開催します

　ころばん体操は、童謡を歌いながら楽しく全身を
鍛えることができる体操です。
　健康運動指導士の先生と一緒に、ころばん体操を
体験してみませんか？
開催日・場所　

　令和８年１月 21日
　脇本地区公民館　13：30 ～ 15：00
 　令和８年１月 27日
　旧大川中学校体育館　13：30 ～ 15：00

対象者　阿久根市内にお住まいの全ての方
持ち物　飲み物、タオル、室内靴
申込方法　令和８年１月16日 ㈮ までに介護長寿課 
　地域包括支援係（☎73-1272）へ電話でお申し込み
　ください。

水

火

　　      　 北薩地域振興局　農政普及課　☎ 0996-25-5531
農政林務課　農政管理係　☎ 73-1142

問

ミツバチを飼育している方へ

　ミツバチの巣箱を設置されている方は、養蜂振興
法により、毎年１月末までに蜜蜂飼育届を提出する
必要があります。

提出期限　令和８年１月 30日
提 出 先   次のいずれかの場所に提出してください。
　・北薩地域振興局 農政普及課
　・阿久根市 農政林務課
注 意 点 　
　⑴　令和７年に提出済みの方も、引き続き飼育
　　される場合は、毎年提出する必要があります。
　⑵　花粉交配用に使用する時期だけミツバチを
　　飼育される方の届け出は不要です。
　⑶　事前に、飼育場所の近隣住民の理解を十分
　　に得るようお願いします。

金

　数多くの著名なピアニストから高い評価を得ている
FAZIOLI ピアノの明るく、豊かな音色をぜひご体感く
ださい。

日時　令和８年１月 17 日    　・１月 18 日　　

　　　10：00 ～ 18：00
場所　風テラスあくね
料金　一人 1,000 円（演奏時間 50 分）
定員　先着 16 枠（枠が埋まり次第終了）
申込期間　
　 初 め て の 方 ▶ 12 月 17 日 ㈬ ～１月 16 日 ㈮
　２回目以降の方▶ 12 月 24 日 ㈬ ～１月 16 日 ㈮
申込方法　生涯学習課 文化係（☎ 72-1051）へ
　　　　電話でお申し込みください。
受付時間　平日 9：00 ～ 17：15（12/29 ～ 1/4 除く）

FAZIOLI ピアノ試弾会

日土

　　      　 生涯学習課　文化係　☎ 72-1051問・申

受付期間　令和８年１月 ５日　　～１月 23 日
▶申込書（指定願）は学校給食センターにあります。
▶スーパーなどの法人組織による大規模の小売店は　
　申請できません。

令和８年度学校給食用物資の

納入希望者を募集します

　　      　 学校給食センター　☎ 72-7081問・申

月 金

農業者年金に加入しませんか

　　      　 農業委員会事務局　☎ 73-1249

　農業者年金は、厚生年金などに加入していない農
業者のための国民年金（老齢基礎年金）に上乗せする
る積立方式の公的年金です。
加入要件 　⑴　国民年金１号被保険者

　⑵　年間60日以上農業に従事
　⑶　20歳以上60歳未満

保 険 料 　月額２万円～６万７千円
特 徴 　・終身年金で死亡一時金あり。

　・一定の要件で保険料の国庫補助あり。
　・運用益は非課税で、保険料は全額社　
　　会保険料控除の対象、受給時は公的
　　年金等控除の対象となります。

問
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くらしの情報くらしの情報
informationinformation

有
料
広
告

有
料
広
告

　国民年金・厚生年金・船員保険・共
済年金などの年金制度全般に関する
「移動ねんきん相談所」を開設しま
す。川内年金事務所の職員が対応し、
相談は無料です。利用には事前予約
（先着順）が必要ですので、市民課ま
でご連絡ください。予約の際は、「氏
名・基礎年金番号・相談内容・連絡先
（電話番号）」をお知らせください。
日時▶１月８日 ㈭　9：30 ～ 15：30
場所▶風テラスあくね　交流室５
持参するもの▶印鑑、年金手帳、年金
証書、ねんきん特別便、ねんきん定期
便など
予約期間▶12月17日 ㈬ ～ 12月25日 ㈭
　　市民課　住民年金係　☎73-1218

　「移動ねんきん相談所」を

　開設します

問

　マイナンバーカード・電子証明書に
は有効期限があり、令和７年度は、多
くの方の有効期限到来による更新が見
込まれています。有効期限を過ぎる
と、健康保険証としての利用、オンラ
インによる税務手続きなどに影響するた
め、忘れず更新手続きをしてください。
[ マイナンバーカード ]
有効期限▶10年（18歳未満は５年）
影響のある手続き▶本人確認書類、
e-Tax などの電子申請やコンビニ交付、
健康保険証など
[ 電子証明書 ]
有効期限▶５年
影響のある手続き▶ e-Tax などの電子
申請やコンビニ交付、健康保険証など
　　国税相談専用ダイヤル
　　☎0570-00-5901　※ナビダイヤル

マイナンバーカード・電子証明

書の有効期限切れについて

問

月日 市の収集 環境センター・
リサイクルセンター

衛生センター
（し尿処理場）

12 月

29 日 ㈪ 燃やせるごみ 特別受け入れ
（8：30 ～ 16：30）

12/29 ～ 1/4
休み

30 日 ㈫

12/30 ～ 1/4
休み

特別受け入れ
（8：30 ～ 12：00）

31 日 ㈬

12/31 ～ 1/3
休み

１月

１日 ㈭

２日 ㈮

３日 ㈯

４日 ㈰ 特別受け入れ
（8：30 ～ 16：30）

５日 ㈪ 燃やせるごみ・
生ごみ収集

通常
（8：30 ～ 16：30）

通常
（8：30 ～ 16：30）６日 ㈫ プラスチック製

空き容器収集

７日 ㈬ 燃やせないごみ・空き缶、
廃蛍光管、廃乾電池収集

▪生ごみバケツは、12 月 29 日 ㈪ から設置し、１月５日 ㈪ に回収しますのでご利用ください。
▪環境センターには、「燃やせるごみ」を持ち込むことができます。リサイクルセンターには「燃やせないごみ」のみ持ち込むこと
　ができ、資源ごみ（びん、ペットボトル、トレイ、空き缶、段ボール、古紙類など）は持ち込めませんのでご注意ください。

年末年始

ごみ・し尿の収集

　ご自宅のくみ取り便槽のくみ取りは
余裕をもって事業者に依頼してくださ
い。事業者により休みが異なる場合が
あります。
し尿のくみ取り事業者▶
有限会社　阿久根清掃社　☎ 72-0622
OFFICE K2C さつしん清掃   ☎ 73-1473
株式会社　ロックス　　　☎ 68-7500

　年末年始のごみの収集日程は次のと
おりです。市が行う収集は、12 月 30 日
㈫ から１月４日 ㈰ まで行いません。

▼年末年始ごみ収集日程

収集日以外は、ごみステーションに
ごみを出さないでください。

お
願
い

資
源
ご
み
の
持
ち
込
み
先
：
㈲
馬
見
塚
商
店

野
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
12
月
30
日
正
午

ま
で
）
環
境
セ
ン
タ
ー
・
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

の
場
所
も
こ
ち
ら
か
ら

▲
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企業紹介記事についてのお問い合わせ
商工観光課  商工観光係（☎ 73-1278）

市では、企業の魅力を発信し、市内企業への
就業促進や人材確保を目的として、市ホーム
ページで企業紹介を行っています。

11
あくねの企業の魅力を紹介

株式会社ソフィア

あ
く
ね
の
企
業
の

　
　
　
魅
力
を
紹
介

会
社
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
！

ズ
バ
リ
会
社
の

　
　
　
　
魅
力
は
？

若
い
世
代
へ
の

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
！

株式会社ソフィア（SOFIA）

創　　業 2003（平成 15）年
事業内容 縫製業
従業員数 34 人
勤務時間 ８：20 ～ 17：00

休日など 工場カレンダーによる
（年間稼働 262 日）

所 在 地 赤瀬川 2117-7
電　　話 73-1511

  鮫島 裕
ひろみつ

光  さん

取締役工場長

勤続 22 年目の大ベテラン。旅行が
趣味で、家族で滞在先のご当地のも
のを見たり・食べたりすることが好
きとのこと。阿久根の食は、豚味噌・
うにみそ・柑橘が非常に素晴らしい
とのこと。

　

弊
社
は
婦
人
物
の
フ
ァ
ン
デ
ー

シ
ョ
ン
、
イ
ン
ナ
ー
関
連
を
中
心
と

し
た
㈱
Ｇ
Ｓ
Ｉ
ク
レ
オ
ス
グ
ル
ー
プ

の
縫
製
工
場
と
し
て
稼
働
し
て
い
ま

す
。
阿
久
根
の
方
に
は
以
前
の
会
社

名
の
「
中
繊
ニ
ッ
ト
」
の
方
が
な
じ

み
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
ソ
フ
ィ
ア
（
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ａ
）」
の

由
来
は
、「Sew

ing O
perator`s　

Factory In Akune
」
の
頭
文
字

を
取
っ
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
地

域
密
着
型
工
場
と
し
て
発
展
す
る
よ

う
に
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
会
社
名
の
由
来
に
恥
じ
ぬ

よ
う
、
お
客
様
に
価
格
以
上
の
価
値

を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
製
品
作

り
を
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。
弊
社

の
こ
だ
わ
り
抜
い
た
製
品
が
市
民
の

皆
さ
ん
に
も
お
届
け
で
き
る
よ
う
に

こ
れ
か
ら
も
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

弊
社
の
最
大
の
特
徴
か
つ
強
み
は

「
本
来
の
意
味
で
の
日
本
製
」
の
縫

製
工
場
を
運
営
で
き
て
い
る
こ
と
だ

と
考
え
て
い
ま
す
。
従
業
員
は
日
本

人
の
み
を
雇
用
し
て
い
ま
す
。
国
内

の
縫
製
工
場
で
は
、
珍
し
い
と
い
わ

れ
て
お
り
、
従
業
員
全
員
そ
の
こ
と

を
誇
り
に
働
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
は
医
療
用
の
繊
維
製
品
の
製
造

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
将
来
の
成

長
分
野
に
も
投
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
人
材
確
保
に
注
力
し

品
質
に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
可
能
性
に
挑
戦
し
つ
つ
、
人
を
リ

ス
ペ
ク
ト
す
る
工
場
で
あ
り
続
け
る

こ
と
で
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い
で

す
。

　

皆
さ
ん
が
暮
ら
し
て
い
る
阿
久
根

市
に
は
た
く
さ
ん
の
企
業
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
就
職
を

考
え
る
学
生
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
親
世
代
も
意
外
と
阿
久
根
に
あ
る

企
業
が
何
を
し
て
い
る
か
知
ら
な
い

こ
と
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は

も
っ
た
い
な
い
で
す
！
こ
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
に
地
元
企

業・働
く
人
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

第
11
回
目
は
、
高
品
質
で
高
付
加

価
値
な
イ
ン
ナ
ー
関
連
製
品
を
製
造

し
て
い
る
、
株
式
会
社
ソ
フ
ィ
ア
取

締
役
工
場
長
の
鮫
島
さ
ん
に
お
話
と

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
い
ま
し
た
。

　

日
本
に
は
「
匠
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
日
本
の
強
み
は
「
技

術
力
」
だ
と
思
い
ま
す
。
技
術
は
、

一
朝
一
夕
に
は
習
得
で
き
ま
せ
ん
。

阿
久
根
の
若
者
に
は
、
こ
れ
か
ら
好
き

な
こ
と
を
見
つ
け
て
、
好
き
を
継
続

し
て
磨
い
て
い
っ
て
技
術
を
身
に
つ

け
る
挑
戦
を
し
て
欲
し
い
で
す
。
そ

う
い
っ
た
若
者
が
増
え
て
い
く
と
地

域
が
強
く
、
日
本
が
強
く
な
る
と
思

い
ま
す
。
一
人
の
人
間
と
し
て
楽
し

く
健
や
か
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
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地域おこし協力隊通信地域おこし協力隊通信
2025
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月号

阿久根の美しい自然の中
で、魅力を再発見し、得
意を生かして阿久根を盛
り上げたい。活動の様子
をお伝えします。

№ 06

　昨年開催した体験の博覧会「阿久根万博」を、今年度は「阿久根うみまち芸術祭」とともに同時開催しました。
　芸術祭のアートとともに “体験を巡る” をコンセプトにして、今回は各所で体験会を実施し 12 店舗が参加。その
うちの一つ、琴平町のカネトク醤油では「オリジナルラベルで my しょうゆ」を２回に分けて開催し、市内外から
16 人が参加してくださいました。体験内容は、ラベルデザインを手書きで作成し、醤油とにんにくをボトルに詰め
て打栓、最後にラベリング。現在も使用しているという昔ながらの道具で栓をして、ラベルを手で糊付けする作業
は令和の今だからこそ新鮮で、手書きのラベルにメッセージを加えて贈り物にされたりと体験以上の価値も感じま
した。
　カネトク醤油の奥様から「以前から体験会をやってみたいと思っていた」というお声をいただいて、背中を押す
きっかけを作れたことに私自身も達成感を覚えた体験会でした。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阿久根市地域おこし協力隊　濱田

阿久根万博 阿久根万博 を開催しました。を開催しました。

台南の歴史を見守る

　　「赤
せきかんろう

崁樓」

　台南の中心部にある「赤
せきかんろう

崁樓」は、オランダ統治時代の1653年に建てられた

要塞で、当時は「プロヴィンティア城」と呼ばれていました。

　赤いレンガの基礎と中国風の建築が重なった姿は、まるで台湾の歴史を象徴

するような建物です。長い歴史の中で、赤崁樓は軍事施設、学校、神殿と姿を

変えてきました。

　現在は史跡公園として整備され、建物の中には当

時の文献や彫刻が展示され、屋外には石碑や伝説の

人物・鄭
ていせいこう

成功※の像などが並んでいます。

　見どころは、重なる屋根が美しい中国式建築と、

南国の青空に映える赤レンガのコントラスト。夕方

には柔らかい光が建物を照らし、まるで時が止まっ

たかのような静かな雰囲気に包まれます。

　台南を訪れるなら、赤崁樓は外せないスポット

のひとつ。この場所に立てば、台湾の過去と今を

同時に感じることができるはずです。

※明朝の復興を目指して反清活動を行い、台湾を拠点とする

　鄭
て い し

氏政権を樹立しました。
出典：台南旅遊網公式サイト
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そ
う
で
す
。

　

10
月
に
開
催
さ
れ
た
「
こ
ろ
ば
ん

体
操
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
で
は
、

年
長
の
参
加
者
と
し
て
表
彰
を
受
け
、

会
場
で
出
会
っ
た
方
々
と
の
新
た
な

つ
な
が
り
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
友
人
と
体
を
動
か
し
交
流

す
る
こ
と
を
大
切
に
さ
れ
て
い
る
堂

山
さ
ん
に
、
今
後
の
目
標
を
伺
う
と

「
み
ん
な
の
お
か
げ
で
今
も
元
気
に
過

ご
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
感
謝
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
過
ご
し
て

い
き
た
い
」
と
明
る
い
表
情
で
お
話

し
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
　

ん
な
が
声
を
か
け
て
く
れ
る

の
が
う
れ
し
い
」
そ
う
話
す

の
は
、
平
成
28
年
７
月
か
ら

毎
週
こ
ろ
ば
ん
体
操
に
参
加
し
て
い
る

堂
山
朝あ

さ
こ子
さ
ん
95
歳
。

　
年
齢
を
重
ね
る
た
び
減
っ
て
い
く
交

流
に
寂
し
さ
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、
誰

か
と
関
わ
る
き
っ
か
け
作
り
に
な
れ
ば

と
こ
ろ
ば
ん
体
操
へ
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
堂
山
さ
ん
。

　
参
加
当
初
は
、
友
人
が
あ
ま
り
お
ら

ず
、
運
動
す
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
参
加
し
て
い
く
う
ち
に

自
然
と
友
人
も
増
え
、
気
付
け
ば
み
ん

な
と
話
す
こ
と
を
楽
し
み
に
毎
週
こ
ろ

ば
ん
体
操
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
て
い
た

「あくねの元気者」大募集！ 75 歳以上の方で話題性のある方をお待ちしております。
問  介護長寿課　高齢者支援係　☎ 73-1241 ／ FAX 73-0297 ／　  korei@city.akune.kagoshima. jp
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 堂山　朝
あ さ こ

子さん（95）
（浦区）

「
み

防災
豆

知

識

災
害
に
備
え
て

　
　

 　

～
災
害
時
の
ト
イ
レ
～

 問　総務課　危機管理係　☎ 73-1210

このコーナーでは日頃から備え
なければならない防災に関する
豆知識などをご紹介します。

　
災
害
時
に
は
断
水
や
停
電
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
情
に
よ
り
ご
家
庭
の
ト
イ
レ
（
水
洗
ト
イ
レ
）

が
使
え
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

排
せ
つ
物
が
溜
ま
る
と
、
感
染
症
や
害
虫
、
悪

臭
の
発
生
原
因
に
な
る
ほ
か
、
ト
イ
レ
の
使
用
を

避
け
る
た
め
に
、
水
分
や
食
事
の
摂
取
を
控
え
る

こ
と
に
よ
り
、
体
調
不
良
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス

症
候
群
な
ど
の
健
康
被
害
を
引
き
起
こ
す
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

　
も
し
も
の
時
に
備
え
て
、
携
帯
ト
イ
レ
や
簡
易

ト
イ
レ
と
い
っ
た
「
災
害
時
用
ト
イ
レ
」
を
一
人

あ
た
り
35
回
分
（
７
日
分
）
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 携帯トイレの使い方

　 便座をあげて、便器にポリ袋を
　 かぶせます。

　 便座を下ろして、その上から
　 携帯トイレの袋をかぶせます。

　 用を足した後、排せつ物を固める
 　シートか凝固剤を入れます。
　※ 凝固剤を入れるタイミングは、
　　 製品により異なります。

　 便座に付けた携帯トイレを外して
　 口をしっかり縛ります。
　※ このとき、携帯トイレ（袋）の
　　 空気をしっかり抜きましょう。

　 使用済みの袋は、ごみの収集が
　 再開するまで、他のごみと分けて
　 保管します。
　※ 密閉性のある箱を利用するなど
　　 臭い漏れ対策をしましょう。

　 ごみの収集再開後は、自治体が
　 定める処分方法に従い、ごみに
　 出します。

もしものために
正しいトイレ対策を
知っておきましょう！
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みんなのアルバム
まちの話題

　10月30日・31日に山口県で開催された全国グラウンド
ゴルフ交歓山口県大会で、段区の石田茂

し げ お
夫さん（写真右

から２番目）が個人Ｂグループで第３位に入賞し、鹿児
島県としても第４位に入賞しました。
　団体戦は、各都道府県ごとの個人の合計打数の少なさ
で順位が決まり、鹿児島県の上位２人として石田茂

し げ お
夫さ

ん（50打、ホールインワン４回）、段区の新町孝
た か し

司さん
（51打、ホールインワン２回。写真右から４番目）がラ
ンクインし阿久根市勢が県の上位入賞に大きく貢献しま
した。石田さんは、グラウンドゴルフを始めてわずか４
年で上位入賞を果たしました。

グラウンドゴルフ全国大会で活躍
～石田さん個人Ｂグループ３位、県も団体４位～

　11月８日、飛松海岸において西目小地引き網体験学習
が開催され、児童や保護者、地域住民、みなみ保育園の
園児など約100人が参加しました。
　西目地区の漁業者、北さつま漁協の協力のもと、早朝
から海岸に設置された網を全員で力を合わせて引き、マ
アジやイサキ、タイ、アオリイカなど多くの魚が次々と
引き揚げられました。
　西目小学校３年の岩崎玲

あ き と
永さんは、「重かったけど、

みんなで引いたらたくさんの魚がとれて楽しかった」と
笑顔で話し、貴重な経験となった様子でした。

西目小の児童らが地引き網を体験
～力を合わせて大漁体験～

　阿久根市公平委員会の濱﨑ゆかり委員が全国公平委員
会連合会から表彰され、11月13日に市役所で伝達式を行
い、西平市長から濱﨑委員へ表彰状が伝達されました。
　濱﨑委員は、平成29年３月から現在に至るまで３期に
わたり公平委員を務め、多年にわたり公平な人事行政の
確立に尽力され、今回受賞となりました。
　濱﨑委員は「社会保険労務士としての経験が公平委員
としての仕事にも生かされていると感じます。誰もが安
心して働ける職場づくりに今後も取り組んでいきたい」
と話しました。

濱﨑ゆかり委員が表彰
～多年にわたり公平な人事行政の確立に尽力～

　10月24日、九州防犯協会連絡協議会防犯功労者賞を受
賞された新町区の德丸雅

まさひで
英さんが市長を表敬しました。　

　この賞は、長年にわたり防犯活動に尽力された方が対
象で、德丸さんは地域安全モニターを30年以上務めるな
ど、地域安全活動の指導者として安心・安全のまちづく
りに貢献されました。
　德丸さんは「受賞できたのは防犯活動にご協力いただ
いた皆さまのおかげです。今後も各種防犯活動を通じて
阿久根警察署管内の安全・安心に貢献できるよう頑張り
たい」と話しました。

地域の安全を守る防犯功労者表彰
～ 30 年以上の防犯活動が評価～

※　公平委員会は、職員の勤務条件に関する措置の要求や職員に
　対する不利益処分を審査するなどの事務を行います。
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楽しい話題などお寄せください。

総務課秘書広報係 ☎ 73-1208

　11月19日、勤労感謝の日を前に、認定こども園あくね
園の年長児が市役所を訪れました。「いつもみんなの生
活を支えてくれてありがとうございます」と代表児が元
気に感謝のことばを述べ、続いて「きくのはな」をかわ
いらしく合唱しました。
　その後、園児たちからは手作りのカレンダーやフラ
ワーアレンジメントが贈られ、職員も園児たちから元気
をもらいました。

「あくね園」年長児が感謝の気持ち
～勤労感謝の日を前に８事業所を訪問～

　11月22日、風テラスあくねで阿久根市社会福祉協議会
主催の「福祉のつどい」が開催されました。
　日頃から地域福祉活動に貢献されている社会福祉功労
者６人の表彰や珠

す ず
洲市社会福祉協議会の神徳宏

ひ ろ き
紀氏によ

る「災害を通した福祉の有り方」と題した講演会が催さ
れ、展示・体験コーナーでは、非常炊き出し訓練や福祉
用具、認知症に関する展示など全12コーナーが設置さ
れ、さまざまな年代の方々が楽しみながら福祉を身近に
感じられるイベントとなりました。

福祉を身近に感じる
～「福祉のつどい」～福祉まつり～開催～

　11月30日、大丸公園で「楽しま Night 実行委員会」に
よるクリスマスイルミネーション点灯式が行われました。
　会場では、太鼓の演奏やダンスなどのステージイベン
トが行われたほか、飲食店の出店もあり、大いににぎわ
いました。市内団体によるイルミネーションの点灯期間
は１月８日 ㈭ まで毎日17時～ 24時に点灯し、市街地の
冬の夜を彩ります。

楽しまNightクリスマスイルミネーション
～大丸公園で冬の夜を彩る～

　11月20日、陳之尾区の上野義
よしかづ

一さんが、鹿児島県犯罪
のない安全で安心なまちづくり県民会議会長（県知事）
表彰を受け、表敬訪問しました。
　上野さんは、平成21年度から現在に至るまで地域安全
モニターとして活動し、春・秋・年末年始の地域安全運
動や夏祭り・花火大会などでの夜間防犯パトロール、青
色防犯パトロール隊としての学校周辺巡回など、防犯活
動に長年尽力されています。
　活動を続けてこられた理由について、「息子の交通事
故をきっかけに、市内で悲しい事故や事件が起きないよ
うに努めてきました」と話しました。

地域の安心を守り続ける
～長年の防犯活動が評価され県知事表彰～
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阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」阿久根市内唯一の高校「鶴翔高校」
そこで過ごす生徒たちの活躍を紹介しますそこで過ごす生徒たちの活躍を紹介します

126126

月７日～８日に本校にて飛翔祭が開催されました。
今年度のテーマは、　「『鶴翔万博』見てくれ俺らのパビリオン！～ひらめきを形に、想いを舞台に～」でした。

舞台発表、展示、模擬店、食品バザー、農産物即売会などで２日間盛り上がりました。１年生の上野瑞
み ず ほ

歩さん（三笠中卒）
は、「１年１組はフォトスポット『マリオの世界』を出品しました。クラス全員で手分けをして作り、最後に組み合わせ
ると思ったより、良い出来映えのものが完成し、良い思い出となりました。家族や友人など、ご来校された方々に喜ん
でいただけて良かったです」と語ってくれました。

湾との国際交流が 11 月 12 日から 15 日までの４日間行われ、台湾の善化
高校から、職員３名、生徒７名の計 10 名が参加しました。本校は「Team 

KRANE」と名付けられたグループを中心に全校生徒でおもてなしをしました。
　校内では、各科の特徴を生かした体験をしていただきました。また、校外では、
鹿児島市内などを散策し、交流を深めていきました。ホストファミリーも務めた
２年生の大石真

ま お
緒さん（阿久根中卒）は、「最初は言葉の壁に不安もありました

が、家族みんなで工夫してコミュニケーションを取りました。時間が経つにつれ、
文化の違いを尊重しながらも、同じ家族として笑い合えるようになり、絆を深め
ることができました。熱烈歓迎することができて本当に良かったです。～謝謝～」
と語ってくれました。生徒たちにはこの経験生かしてさらなる成長をしてほしい
と思います。

11
第21回飛翔祭

台
台湾交流
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みんなで守ろう！

漂着ごみ専用「Ｂ＆Ｇ拾い箱」とは

　漂着ごみ専用「Ｂ＆Ｇ拾い箱」とは、Ｂ＆Ｇ財団に
よる環境保護活動の一環で、海辺や水辺でのごみ拾い
活動に使われる「ごみ拾い専用箱」のことです。
　地域住民をはじめ海を訪れた誰もがいつでも漂着
ごみを回収し捨てることができます。

ご利用のお願いと市内設置箇所

設置の目的と背景

　近年、海岸に漂着するプラスチックごみなどの増加
が問題になっています。
　来訪者が気軽にごみ拾いできるよう、市内の海岸に
「Ｂ＆Ｇ拾い箱」を設置しています。

皆さまのご協力をお願いします
一人一人の行動が、美しい海を守る力になります。
「Ｂ＆Ｇ拾い箱」を活用し、地域の海を未来へつなげ
ましょう。

● ご利用に際してのお願い
　 海岸で見つけた漂着ごみを拾い、分別して 拾い箱
 に入れてください。
　 家庭ごみなどの持ち込みはご遠慮ください。

海をきれいにする

● 市内設置箇所
　・大川島海水浴場
　・高之口海岸及び高之口漁港
　・五色ヶ浜海岸
　・新港（製氷工場横）

困った時はご相談を！
阿久根市消費生活センター（商工観光課内）
　　　　　　　　　　　☎ 73-1278

ひとこと助言ひとこと助言

◉　ブランド品や入手困難な米などが安く買
　えるなど、通販サイトを見て注文し代金を
　支払ったのに商品が届かないなどの相談が
　寄せられています。少しでも怪しいと感じ
　たら利用はやめましょう。

◉　被害にあった場合は、すぐにクレジット
　カード会社や振込先銀行に相談しましょう。
　併せて最寄りの警察に被害を届け出ましょ
　う。

困った時はご相談を！
阿久根市消費生活センター（商工観光課内）
　　　　　　　　　　　☎ 73-1278

ひとこと助言ひとこと助言

◉　無料のアダルト動画を観ていたり年齢確認ボ

　タンを押したりすると、突然「登録完了」となり、

　慌てて連絡すると料金を請求される「ワンクリッ

　ク請求」の手口に関する相談が寄せられていま

　す。

◉　「誤作動の人はこちら」「退会はこちら」など

　の案内があっても、決して連絡してはいけませ

　ん。支払いを求められたり、個人情報を聞き出

　されたりする場合があります。

◉　事業者にお金を払ってしまうと取り戻すこと

　は困難です。相手に何を言われても慌てて支払

　わないようにしましょう。

 「B&G 拾い箱」
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図書館だより図書館だより

【投 稿先】〒 899 -1696 阿久根市鶴見町 20 0 番地「阿久根市 総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで【投 稿先】〒 899 -1696 阿久根市鶴見町 20 0 番地「阿久根市 総務課『広報あくね みんなのうた』」コーナー まで
　　　　氏名（ペンネーム可）・住 所・電話番 号・年齢・性 別をご記入の上、郵送またはメールで　　　　氏名（ペンネーム可）・住 所・電話番 号・年齢・性 別をご記入の上、郵送またはメールでお寄せください。お寄せください。　　
 【ﾒｰﾙ】hishokoho@cit y. akune.kagoshima.jp  【電話】0996 -73-1208　 【ﾒｰﾙ】hishokoho@cit y. akune.kagoshima.jp  【電話】0996 -73-1208　※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。※紙面の都合上ご紹介できない場合あり。
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※「うぶごえ」「おくやみ」の掲載記事は、掲載への同意があった方のみ掲載しています。
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電子図書館

今日のメニューはナポリタン。スパゲッティ
をおなべにパラリ。ぐつぐつぐつ、ああ、い
いかんじ ! ひるごはんができるまでを、おい
しそうなイラストとリズミカルな文章で描
く。読みきかせにぴったりのたべもの絵本。

おすすめの一冊

「ひ・る・ご・は・ん ! 」
武田 美穂（作）

 　  『私労働小説 負債の重力にあらがって』  ブレイディみかこ （著）

　  『家族』 葉真中 顕 （著） 　  『ぼくはうんのいいねこ』 　池田 あきこ

もうじきお祭りというのに、歯が痛くてた
まらないねこのダヤン。しかたなく歯医者
さんのドクのところに行くことにしたので
すが、行く先々でいろいろなことに巻きこ
まれ…。

　  『火星の女王』 小川 哲 （著）

市立図書館は、12 月 29 日㈪～１月３日㈯ は、
休館となります。
本の返却は、休館明けにお願いします。

裸の女性が交番に駆け込み、「事件」が発
覚した。彼女を監禁していた「おかしな女」
こと夜戸瑠璃子は、自らのまわりに疑似家
族を作り出し…。

フロアスタッフ、激安量販店の店員、屋敷
の掃除人、ローンの督促人、「底辺託児所」
の保育士…。著者が経験した数多のシット・
ジョブを軸に、「私労働」の日々を描く自
伝的連作短編集。

＜年末年始のお知らせ＞

地球外知的生命の探求のために火星にやっ
てきた生物学者のリキ・カワナベは、とあ
る重大な発見をする。いっぽう火星生まれ
の少女、リリ -E1102 は、地球に観光に行
くことを夢みて…。

＜１月の行事＞＜１月の行事＞
バンビ教室
ブックスタート
映画会
子育て支援（折多）
子ども読書の日記念読み聞かせ会

10 日（土）
16 日（金）
17 日（土）
23 日（金）
24 日（土）

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。



37

今月の題字

  

次
号
（
１
月
号
）
は
、

   

１
月
16
日
( 金 )
発
行
予
定
で
す
。

  （11月30日現在）

前月比 

人　口 17,831人（ - 2 9 ）

男 8,497人（ - 6 ）

女 9,334人（ - 2 3 ）

世帯数 9,574 世帯（ - 1 0 ）

●出生� 3人/

●転入� 35人/

●死亡� 33人

●転出� 35人

楽しかった出来事・心に残った思い出・今努力していること
（泰心さん）ソフトボールの試合で優勝できたことです。
（心春さん）ダンスの練習でみんなと衣装をきてリハや動画を

　　  　　　とったこと。
（六花さん）友達と休み時間に遊ぶことが楽しいです。
（圭杜さん）お兄ちゃんたちと遊んだこと。
（愛菜さん）ピアノで『美女と野じゅう』が弾けるようにがん

　　　　　  ばっています。

　

市民駅伝大会 熱走の120人がタスキをつなぐ

※その他事由による異動増減　1 人
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鶴川内小学校５・６年鶴川内小学校５・６年

音楽の魅力味わう「でんえんコンサート」

　11月８日、鶴川内小学校で「第24回でんえんコンサー
ト」が開かれました。校区の特色ある取り組みの一つで、
校区住民が一堂に会して生の演奏に触れ、音楽の魅力を
味わう機会となっています。
　今年は、ピアニストの松田あかねさんとソプラノ歌手
の久野真

ま り か
理香さんが出演し、クラシックから童謡まで12

曲を披露しました。澄んだ音色が会場に広がり、児童や
地域の皆さんは静かに聴き入っていました。

B&G会長杯争奪校区対抗バレーボール大会開催

（写真左から）（写真左から）　西尾　西尾泰泰
たいしんたいしん

心心さん（６年）、さん（６年）、入尾野入尾野心心
こ は るこ は る

春春さん（６年）、さん（６年）、池田池田六六
り っ かり っ か

花花さん（６年）さん（６年）

　　　　　　　　　　　　羽田羽田圭圭
け い とけ い と

杜杜さん（５年）、さん（５年）、馬見新馬見新愛愛
ま なま な

菜菜さん（６年）さん（６年）

　10 月 22 日、第 52 回 B&G 会長杯争奪校区対抗バレー
ボール大会が開催され、男子３チーム、女子２チーム
の合計 53 名が参加しました。
　大会では、男女ともに熱戦が繰り広げられ、男子は
阿久根南校区、女子は赤瀬川校区が優勝しました。
　参加者からは、「楽しくバレーができて楽しかった。
来年は優勝できるよう日々の練習を行っていきたい」
との声がありました。

　11 月９日、阿久根市民駅伝大会が阿久根総合運動公園
で開催されました。当日は 30 チーム 120 人のランナー
が出場し、総合運動公園内の周回コース（全長 7.2㎞）
を４人でつなぎ、タイムを競いました。今年の優勝チー
ムは次のとおりです。

【中学生以上の部】　　　　　【小学生以上の部】
男子　長島陸上Ａ　　　　　男子　阿久根陸上「チーム陸翔」
女子　阿久根中学校　　　　女子　阿久根バスケットボール少年団
職場　SMP 阿久根走友会Ａ

※うぶごえ・おくやみは、個人情報のため掲載していません。
　ご了承ください。
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市役所・番所丘公園に設置したソーラーパネ
ルで発電した電気量などをお知らせします。

11 月の電気地産地消量

103,740 kWh

CO2 削減量
一般家庭 288 世帯が
月間で使用する量 47.0 t-CO2

スギの木 3,357 本分
が年間で吸収する量▶

お知らせ

有料広告
掲載依頼

LINE APP ICON / iOS

CMYK

C82  M0  Y83  K0

ベンリー出水･阿久根店

0120-08-0185通話
無料

が運営しています。

出水市麓町1474

あなたの暮らしのお困りごとを解決します！あなたの暮らしのお困りごとを解決します！
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第 54 回20 日  9:00 ～ 16:00

21 日  9:00 ～ 15:00

土

日

●特産品の展示・販売
●交流市町の特産品販売・観光ＰＲ
●ステージイベント・お楽しみ抽選
●飲食コーナー
●華鶴和牛、海産物、ジビエのふるまい（数量限定）
●木工実演・体験コーナー
●消防体験コーナー（20 日午後）
●警察車両体験コーナー（21 日午前）
●消費生活相談コーナー
●台湾（台南市・善化区）紹介コーナー　など
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